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９
月
の
広
報

　将来はサッカーの日本代表選手になって、オリ
ンピックに出場したいです。４年生から部活が始
まるので楽しみにしています。今は習字や水泳、
勉強を頑張っています。学校では体育が好きです。

宮本　海
か い

里
り

さん
稲田小学校３年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

目次
３ 「新養蚕産業構想」実現に向けて
６ きくか夏まつり・かもと招魂祭・山鹿灯籠まつり

フォトレポート
８ ９月１日は防災の日
10 2016 リオデジャネイロパラリンピック水泳日本代表

生長奈緒美さん　３大会連続出場 !!
11 住民票の写し・印鑑証明書などの各種証明書は

コンビニ交付ができます
12 遊休農地に対する固定資産税の課税の評価方法

が変わります
13 移動図書館車「ぐるりん号」巡回カレンダー
14 秋の全国交通安全運動
15 シリーズ山鹿灯籠まつり④
16 街角ぐるっとナビ
18 みんなの広場 / 出会いの輪 / 今月の街角ギャラリー
20 市民文芸
21 新着図書ピックアップ

『やまが肝いりどん』通信
22 西南戦争と山鹿　第２回

消費生活相談
23 環境だより

飯田雄樹消防士 全国消防救助技術大会出場
24 わくわくネット
26 みんなの健康手帳

山鹿市民医療センター通信 vol.89
28 およろこび・うぶごえ・おくやみ
29 案内版
37 オムロンハンドボール部

９月の休日在宅当番医・当番薬局
38 山鹿市教育委員会広報　ゆめーる　第 34 号
40 すくすく倶楽部

山鹿元気プロジェクト通信 No. ２

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問総務課情報管理室　☎ (43)1117

今月の表紙
山鹿灯籠踊り保存会の奉納灯籠踊り

　８月15日、大宮神社境内で保存会が灯籠踊りを
奉納。境内には多くの観光客やカメラマンが詰め掛
けました。長崎県から来た男性は「数年前に鹿本農
業高校生の灯籠踊りを見て感動したので、ぜひ灯籠
まつりの会場で見てみたいと思って来ました。本当
に美しい踊りです」と話しました。

優雅な踊りにため息が漏れました
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山
鹿
が
誇
る
養
蚕
業

新
技
術
で
復
活

　

本
市
は
、
熊
本
県
の
近
代
蚕さ

ん

糸し

業
の
開
祖

で
あ
る
長
野
濬し

ゅ
ん

平ぺ
い

氏
の
出
身
地
で
あ
り
、
か

つ
て
は
非
常
に
養
蚕
・
製
糸
業
が
盛
ん
な
地

域
で
し
た
。
し
か
し
、
輸
入
品
の
増
加
に
よ

る
国
産
シ
ル
ク
の
需
要
の
減
少
や
生
産
農
家

の
高
齢
化
に
伴
う
廃
業
な
ど
に
よ
り
、
全
国

的
に
も
養
蚕
業
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど
り
、

本
市
内
に
も
２
軒
の
養
蚕
農
家
を
残
す
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
26
年
10
月
、
㈱
雇

用
促
進
事
業
会
（
熊
本
市 

現
㈱
あ
つ
ま
る

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
の
島
田
俊と

し

郎ろ
う

社
長

は
、
農
業
生
産
法
人
㈱
あ
つ
ま
る
山
鹿
シ
ル

ク（
事
務
所 

旧
山
鹿
税
務
署
跡
）を
設
立
し
、

新
た
な
る
手
法
で
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界

を
視
野
に
入
れ
た
シ
ル
ク
産
業
の
再
興
・
創

生
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
ま

し
た
。

　
「
地
域
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
新
し
い
仕

事
を
創
れ
な
い
か
と
模
索
し
て
い
る
と
き

に
、
年
間
を
通
し
て
蚕
を
飼
育
し
、
高
品
質

な
繭ま

ゆ

を
生
産
で
き
る
と
い
う
周
年
無
菌
養
蚕

シ
ス
テ
ム
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
懇
意
に
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
中
嶋
憲け

ん

正せ
い

市
長
に
ご
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
大
変
運
良
く
、
周
囲
か
ら
の

応
援
も
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山
鹿
市

の
人
々
が
素
晴
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

お
ら
れ
る
中
に
、
養
蚕
の
仕
事
を
加
え
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
し
た
。（
島
田
社
長
談
）」

　

平
成
26
年
よ
り
進
め
て
い
る
、
シ
ル
ク
産

業
の
再
興
・
創
生
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
新
養
蚕
産
業
構
想
」。
７
月
27
日
、
鹿
北
町

の
広
見
小
学
校
跡
地
で
、
㈱
あ
つ
ま
る
山
鹿

シ
ル
ク
に
よ
る
養
蚕
工
場
の
起
工
式
が
開
催

さ
れ
、
い
よ
い
よ
地
方
創
生
戦
略
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
が
大
き
く
動
き
出
し
ま
し

た
。

起工式の様子

新養蚕産業構想

朝焼けの天空桑園（小坂）

問
農
業
振
興
課
☎（
43
）１
５
５
６

「
新
養よ

う

蚕さ
ん

産
業
構
想
」
実
現
に
向
け
て

       

世
界
最
大
の
養
蚕
工
場
建
設
に
着
手
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従
来
の
養
蚕
業
で
は
、
年
に
３
回
程
度
し

か
繭
の
生
産
が
で
き
ず
、
ま
た
蚕
が
伝
染
病

に
非
常
に
弱
い
と
い
っ
た
生
産
効
率
の
低
さ

と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
て
、
こ
れ
を
克
服

す
る
「
周
年
無
菌
養
蚕
シ
ス
テ
ム
」
が
国
立

京
都
工
芸
繊
維
大
学
で
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
無
菌
・
常
温

環
境
下
で
極
力
病

気
の
発
生
を
抑

え
、
年
間
24
回
の

繭
生
産
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
こ
の

理
論
に
基
づ
き
、

㈱
あ
つ
ま
る
山
鹿

シ
ル
ク
で
は
無
菌
工
場
の
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
国
内
最
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
で
あ
る
大
成

建
設
㈱
の
協
力
も
得
て
、
最
新
設
備
を
研
究

開
発
。
23
億
円
と
い
う
大
規
模
な
投
資
に
よ

り
、
飛
躍
的
な
生
産
性
の
向
上
と
国
内
最
高

ク
ラ
ス
の
生
糸
の
量
産
体
制
が
構
築
で
き
る

と
い
う
、
ま
だ
誰
も
実
現
し
た
こ
と
の
な
い

画
期
的
な
養
蚕
工
場
が
、
来
年
の
３
月
末
、

本
市
に
誕
生
し
ま
す
。

市
、
県
が
連
携
し

天
空
桑
園
の
造
成
か
ら
着
手

　

㈱
あ
つ
ま
る
山
鹿
シ
ル
ク
を
中
心
に
、
本

市
か
ら
熊
本
県
へ
と
連
携
・
協
業
の
輪
が
広

が
り
、
耕
作
放
棄
地
を
桑
園
と
し
て
造
成

し
、
廃
校
跡
地
に
養
蚕
工
場
を
建
設
す
る
計

画
「
新
養
蚕
産
業
構
想
」
を
平
成
26
年
に
立

案
。
同
年
12
月
に
は
、
蒲
島
郁い

く

夫お

熊
本
県
知

事
立
ち
会
い
の
も
と
、
島
田
社
長
、
中
嶋
市

長
が
「
新
養
蚕
産
業
構
想
に
関
す
る
協
定
」

の
調
印
に
至
り
ま
す
。

　

㈱
あ
つ
ま
る
山
鹿
シ
ル
ク
で
は
、
ま
ず
繭

の
生
産
に
欠
か
せ
な
い
桑
畑
の
造
成
に
着

手
。
本
市
小
坂
地
区
（
竹
山
の
草
地
跡
）
の

25
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
作
放
棄
地
を
、「
天
空

桑
園
」
と
し
て
再
整
備
し
ま
し
た
。

　

そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
遠
く
島
原
半
島

な
ど
も
望
め
る
、
標
高
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の

山
上
に
、
25
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
桑
園
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
桑
畑
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
の
沿
道
環
境
整
備
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

世
界
最
大
の

養
蚕
工
場
建
設
へ

　

熊
本
地
震
の
影
響
で
３
カ
月
の
延
期
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
７
月
27
日
、
広
見

小
学
校
跡
地
で
、
蒲
島
県
知
事
・
中
嶋
市
長

を
は
じ
め
、
来
賓
・
関
係
者
約
１
０
０
人
が

参
加
し
、
㈱
あ
つ
ま
る
山
鹿
シ
ル
ク
養
蚕
工

場
新
築
工
事
の
起
工
式
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
工
費
23
億
円
の
工
場
は
、無
菌
・

常
温
の
環
境
下
で
、
最
先
端
の
技
術
を
駆
使

し
た
高
機
能
シ
ル
ク
（
ク
モ
の
遺
伝
子
を
組

み
込
ん
だ
切
れ
に
く
い
ク
モ
糸
シ
ル
ク
、
光

る
シ
ル
ク
な
ど
）
の
量
産
に
も
着
手
可
能
に

な
る
な
ど
、
化
粧
品
・
医
療
用
を
含
め
た
新

た
な
用
途
の
広
が
り
を
見
せ
る
シ
ル
ク
産
業

に
お
い
て
、
世
界
的
に
も
最
先
端
の
設
備
を

備
え
ま
す
。
島
田
社
長
は
「
将
来
的
に
は
蚕

の
卵
生
産（
蚕
種
施
設
）か
ら
生
糸
生
産（
製

糸
工
場
）
ま
で
、
一
貫
し
た
シ
ル
ク
量
産
体

制
を
構
築
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
産
業
へ
と

波
及
・
拡
大
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

建
屋
面
積
は
４
１
７
４
平
方
メ
ー
ト
ル

（
約
１
２
６
０
坪
）
で
、
規
模
と
し
て
は
世

界
最
大
の
養
蚕
工
場
で
す
。
起
工
式
に
は
県

内
外
か
ら
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
注
目
度
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

島田俊郎社長桑を食べる蚕

整然と植えられた桑の様子

上空から見た 25ヘクタールの天空桑園（青塗りの部分）

基礎工事が進む建設現場（８月 19日）
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世
界
を
視
野
に
入
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
を
発
表

　

今
後
は
、
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
の
た
め

の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。
国
内
の
み
な

ら
ず
、
世
界
へ
の
発
信
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
注

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
は
、
海
外
展
開
で
も
ト
ッ
プ
の
実
績
を
持

つ
伊
藤
忠
グ
ル
ー
プ
と
連
携
。
さ
ら
に
、
俳

優
・
映
画
監
督
と
し
て
も
著
名
な
伊い

勢せ

谷や

友ゆ
う

介す
け

氏
率
い
る
㈱
リ
バ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

企
画
力
も
加
え
、
こ
の
「
新
養
蚕
産
業
構

想
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
称
を
「SILK 

on VA
LLEY YA

M
AG

A

（
シ
ル
ク
オ
ン

バ
レ
ー 

ヤ
マ
ガ
）」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
名
前
に
は
、
姫ひ

め

御ご

前ぜ
ん

岳だ
け

や
国
見
山
、

八
方
ケ
岳
に
囲
ま
れ
た
盆
地
（VA

LLEY

）

に
位
置
す
る
山
鹿
か
ら
、
日
本
の
養
蚕
・
シ

ル
ク
（SILK

）
産
業
を
再
興
し
、
世
界
の

シ
ル
ク
産
業
拠
点
と
し
て
羽
ば
た
く
と
い
う

願
い
、
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

注
：�

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
な
い

も
の
を
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
上
げ
る
。

　

実
際
に
天
空
桑
園
を
訪
れ
た
伊
勢
谷
氏

は
、
日
本
に
古
く
か
ら
あ
る
伝
統
的
産
業
の

復
活
へ
の
期
待
と
、
そ
れ
が
最
新
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、
新
た
な
産
業
へ
と
進
化

す
る
シ
ル
ク
産
業
創
生
の
物
語
に
マ
ッ
チ
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
に
な
れ
ば
と
語
り
ま
し

た
。

今
後
期
待
さ
れ
る

波
及
効
果

　
「SILK on VA

LLEY YA
M

AGA

」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
よ
っ
て
、本
市
で
は
、

大
き
く
四
つ
の
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
①
桑
園
・
工
場
の
拡
大
に
よ
る
遊

休
地
・
耕
作
放
棄
地
の
解
消
で
す
。
続
い
て

②
工
場
の
稼
動
、
関
連
産
業
が
集
積
す
る
こ

と
で
生
ま
れ
る
地
元
雇
用
の
創
出
や
、
若
者

な
ど
の
定
住
促
進
で
す
。
さ
ら
に
③
地
場
企

業
な
ど
と
連
携
し
た
６
次
産
業
化
の
推
進
や

地
域
産
業
の
活
性
化
④
世
界
に
誇
れ
る
新
た

な
付
加
価
値
と
高
機
能
を
備
え
た
『
山
鹿
シ

ル
ク
』
に
よ
る
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
と
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

　

養
蚕
工
場
で
の
直
接
的
な
雇
用
増
な
ど
の

効
果
だ
け
で
な
く
、本
市
に
お
け
る
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
」
づ
く
り
の
全
て
に
寄
与
す

る
、
ま
さ
に
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と
な
る
取

り
組
み
へ
と
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
と
し
10
月
に
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
情

報
発
信
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
公
開
す
る
予

定
で
あ
り
、来
年
度
に
は
本
市
に
お
い
て「
シ

ル
ク
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
で
き
る
よ
う
調
整

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
効
果
を
最
大
限
に

引
き
出
せ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
協
力
し
な

が
ら
、
全
国
の
新
た
な
シ
ル
ク
産
業
の
拠
点

化
と
と
も
に
、
山
鹿
市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

新養蚕産業構想プロジェクト

『SILK on VALLEY YAMAGA』始動！

新養蚕産業構想

桑園に立つ伊勢谷氏

蚕が繭になった状態

８月 12日、市役所を訪れた伊勢谷氏と中嶋市長の懇談

工場の完成予想図
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きくか夏まつり
かもと招魂祭

８月６日、第 21回きくか夏まつりが行われ、
ステージイベントなどでにぎわいました。

1菊鹿の保育園児によるお遊戯2太極拳演
武3健康ダンス4園児ところう君の競演5
菊鹿中学校女子生徒と山鹿灯籠踊り保存会
の灯籠踊り6地区対抗綱引き大会7フラダ
ンス8菊鹿さきもり隊隊長米岡幸

こう

二
じ

さんの
あいさつ

８月 13〜 14 日、かもと招魂祭サマーナイトフェスティバルが
行われ、ステージや商店街でのさまざまなイベントに多くのお
客さんが訪れました。

1空手の演武（全国大会に出場した来民小学校５年松川怜
れい

雅
が

君）
2鹿本幼稚園児からくまモンへの質問タイム3「子ども達のお
化け屋敷」の怖〜いお化け456商店街での総踊り7白熱した
大綱引き大会8原部劇場で行われたライブ

1

2

5

7

1

4

2

3

6

8

34

5
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山
鹿
灯
籠
ま
つ
り

８月 15 〜 16 日、山鹿灯
籠まつりが行われ、２日
間で述べ 18 万人がまつり
を楽しみました。

1上がり燈籠の様子26
幻想的な雰囲気の千人灯
籠踊り3少女灯籠踊り4
勇壮な鹿睦会のみこし5
納涼花火大会7山本寛斎
氏と金灯籠を掲げたモデ
ルの皆さん

12

3

45

7 6

678
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非
常
時
の
持
ち
出
し
品
を
準
備

　

自
宅
が
被
災
し
た
と
き
は
安
全

な
場
所
に
避
難
し
、
避
難
生
活
を

送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
非
常
時

に
持
ち
出
す
べ
き
も
の
を
あ
ら
か

じ
め
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
用

意
し
て
お
き
、
い
つ
で
も
す
ぐ
に

持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

◎�

非
常
用
持
ち
出
し
バッ
グ
の
内
容

例
（
人
数
分
用
意
し
ま
し
ょ
う
）

　

●　 

食
料
品
（
飲
料
水
・
カ
ッ
プ
め

ん
・
缶
詰
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
・
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
な
ど
）

　

●　 

貴
重
品
（
預
金
通
帳
・
印
鑑
・

現
金
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

　

●　 

救
急
用
品
（
ば
ん
そ
う
こ
う
・

包
帯
・
消
毒
液
・
常
備
薬
な
ど
）

　

●　 

防
災
グ
ッ
ズ
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・

防
災
頭ず

巾き
ん

・
マ
ス
ク
・
軍
手
・

懐
中
電
灯
な
ど
）

　

●　 

生
活
用
品（
衣
類
・
下
着
・
毛
布
・

タ
オ
ル
・
携
帯
ラ
ジ
オ
・
予
備

電
池
・
携
帯
電
話
の
充
電
器
・

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
・
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
洗
面
用
具
・
生

理
用
品
・
携
帯
ト
イ
レ
な
ど
）

※�

乳
児
が
い
る
家
庭
は
、ミ
ル
ク
・

紙
お
む
つ
・
哺ほ

乳に
ゅ
う

瓶び
ん

な
ど
も
用

意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立

　

山
鹿
市
で
は
平
成
28
年
４
月
時

点
で
２
５
８
行
政
区
２
１
４
９
８

世
帯
の
う
ち
、
１
９
７
行
政
区

１
６
１
９
１
世
帯
で
自
主
防
災
組

織
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
組
織
率

は
世
帯
数
比
75
・
３
％
で
す
。
防

災
対
策
上
、
大
変
重
要
な
組
織
で

す
。
１
０
０
％
の
組
織
化
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　

風
水
害
に
備
え
て

　

熊
本
県
に
は
毎
年
多
く
の
台
風

が
接
近
、
上
陸
し
、
強
風
と
大
雨

に
よ
る
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

台
風
は
あ
ら
か
じ
め
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
進
路
や
勢
力
な
ど
の
予
測
情

報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
気
象
情
報
を
利
用
し
て
早
め

の
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

台
風
が
来
る
前
に

　

●　

 

家
の
各
所
を
点
検
し
、
飛
ば
さ

れ
る
危
険
性
の
あ
る
も
の
は
、

固
定
す
る
か
家
の
中
に
移
動
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
窓

や
雨
戸
な
ど
の
状
態
を
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
修
理
や
補

強
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

●　 

家
の
ま
わ
り
の
排
水
溝
や
ベ
ラ

ン
ダ
の
排
水
溝
な
ど
を
掃
除

し
、
水
は
け
を
よ
く
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

●　 

停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
ラ

ジ
オ
を
用
意
し
、
併
せ
て
予
備

の
乾
電
池
の
確
認
も
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

日ごろの「備え」が大切です
　

９
月
１
日
は

防
災
の
日

９
月
１
日
㈭
は
防
災
の
日

で
す
。
こ
の
日
は
大
正

12
年
に
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ

た
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
災
害

へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う

に
」
と
の
戒
め
を
込
め
て
防
災

の
日
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
時
期
か
ら
台
風
が

多
く
発
生
す
る
こ
と
も
由
来
の

一
つ
で
す
。
い
つ
災
害
が
発
生

し
て
も
慌
て
な
い
よ
う
に
、
日

ご
ろ
か
ら
防
災
へ
の
意
識
を
高

め
、
家
族
や
地
域
の
防
災
対
策

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問防災対策課　☎ (43)1113

��

日
ご
ろ
か
ら
備
え
ら
れ
る
こ
と

家
族
・
地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
家
族

の
役
割
分
担
や
、
避
難
場
所
の
確

認
、
連
絡
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼
り
に
な
る

の
が
隣
近
所
の
皆
さ
ん
の
力
で

す
。
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

家
の
中
を
安
全
に

　

家
具
や
電
化
製
品
、
照
明
器
具

な
ど
は
、
地
震
が
起
き
る
と
転
倒

や
落
下
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
壁

な
ど
に
固
定
す
る
、
高
い
と
こ
ろ

に
物
を
置
か
な
い
な
ど
の
防
止
策

を
取
り
、
家
の
中
を
安
全
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
避
難
す
る
と
き

の
非
常
用
持
ち
出
し
バ
ッ
グ
の
準

備
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

家具の転倒防止！
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台
風
が
来
た
ら

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
台
風

や
大
雨
に
関
す
る
情
報
や
、
山
鹿

市
か
ら
の
情
報
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

●　

 

不
必
要
な
外
出
は
控
え
ま
し
ょ

う
。

　

●　 

台
風
が
来
て
か
ら
の
外
出
は
大

変
危
険
な
の
で
、
早
め
の
行
動

を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
雨
で

増
水
し
た
河
川
な
ど
に
は
近
づ

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

地
震
に
備
え
て

　

４
月
14
日
、
16
日
に
「
熊
本
地

震
」
が
発
生
し
、
熊
本
県
内
で
大

き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に

対
し
て
、
慌
て
ず
、
適
切
な
行
動

が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　

地
震
が
起
き
た
ら

①
ま
ず
は
身
の
安
全
を
第
一
に

　

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
丈
夫
な
机

や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を
隠
し
、

揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
ち
ま
す
。

近
く
に
座
布
団
な
ど
が
あ
れ
ば
、

頭
部
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

②
素
早
く
火
の
始
末
を

　

落
ち
着
い
て
、
使
用
中
の
調
理

器
具
や
暖
房
器
具
な
ど
の
火
を
消

し
て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

③�

火
災
が
発
生
し
た
ら
素
早
く
消

火
を

　

万
が
一
火
災
が
発
生
し
て
も
燃

え
移
る
前
な
ら
、
慌
て
ず
に
消
火

器
や
バ
ケ
ツ
な
ど
で
初
期
消
火
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

④
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
慌
て
ず
に

　

外
へ
逃
げ
る
と
き
は
ガ
ス
の
元

栓
を
閉
め
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ

て
か
ら
、
瓦
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
落

下
物
に
注
意
し
て
落
ち
着
い
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
正
し
い
情
報
の
入
手
を

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
山
鹿
市
か

ら
の
情
報
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

地震対策の概要
　市庁舎、市民医療センター、学校などの公共施設の
耐震化については、東日本大震災などを教訓とし、市
民の生命財産の安全確保を最優先に積極的に取り組ん
できました。特に、新しく整備しました市庁舎と市民
医療センターは「安全と機能の両立」を図るため、免
震構造を採用して高い安全性を確保しています。
　また、市庁舎および市民交流センターのエントラン
スホールと文化ホールの天井は、大地震に対して安全
性を確保するため、国の耐震化に関する新基準に適合
し、天井崩落を起こさない仕様となっています。
　その他、３日間運転可能な非常用発電設備、７日間
給水可能な受水槽の設置などバックアップシステムを
充実し、大規模災害時における庁舎機能の維持が可能
です。
　市民医療センター（入院病棟）も、患者さんの安全
確保を最優先に、地域医療の拠点施設、災害拠点病院
としての役割を果たすため、市庁舎と同様に免震構造
となっています。

市庁舎の免震構造の特徴
　免震装置は、建物を元の位
置に戻す復元力の高い「天然
ゴム系積

せ き

層
そ う

ゴム支
し

承
しょう

」、固有周
期を伸ばす「弾

だ ん

性
せ い

滑
す べ

り支承」、
揺れを減 衰する「 鋼

こ う

材
ざ い

ダン
パー」の３種類を用いて、高い
耐震性能を生み出しています。
熊本地震での影響
　４月 16 日の熊本地震では、市庁舎の免震層内の変

へ ん

位
い

計
け い

において、両
りょう

振
し ん

幅
ぷ く

で南北方向に約 16㎝の軌
き

跡
せ き

が
確認されましたが、庁舎に大きな被害を及ぼすことな
く、免震装置が十分に機能していました。
○建物の地震対策の種類
　建物に施す地震対策として代表的なものが「免震」

「制震」「耐震」の３つであり、それぞれの特徴は次の
とおりです。
免�震…地震の揺れを受け流す。建物と基礎の間に免震

装置を設置し、地盤と切り離すことで建物に揺れを
直接伝えない構造。
制�震…地震の揺れを吸収する。建物内部に錘

おもり

やダン
パーなどの「制震部材」を組み込み、揺れを吸収す
る構造。上階ほど揺れが増幅する高層ビルなどに有
効な技術。
耐�震…地震の揺れに耐える。大半の住宅などで採用さ

れている工法。地震で「建物が倒壊せず、住人が避
難できること」を前提に、建物の強度で揺れに耐える。

９月１日は防災の日

揺れが収まるまで！

事前の情報収集！

市庁舎 市民医療センター

庁舎を支える免震装置

��市庁舎などの地震対策
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問社会体育課　☎ (43)1150

2016リオデジャネイロパラリンピック水泳日本代表

生
い き

長
な が

奈
な

緒
お

美
み

さん  ３大会連続出場！！
（山鹿市出身　大阪およごう会所属）

パラリンピック競技大会
９月７日㈬〜18日㈰

　
３
大
会
連
続
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

　

大
阪
府
貝
塚
市
に
住
む
生
長
奈
緒
美
さ
ん

（
旧
姓
小
井
手
：
鍋
田
地
区
出
身
）
が
、北
京
、

ロ
ン
ド
ン
に
続
き
、
３
大
会
連
続
と
な
る
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
競
技
の
日
本
代
表
と
な

り
ま
し
た
。
郷
土
の
誇
り
と
し
て
、
市
民
み

ん
な
で
生
長
さ
ん
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　

リ
オ
で
の
競
技
日
程
な
ど

９
月
７
日
㈬　

開
会
式

　
　

９
日
㈮　

１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
出
場

　
　

12
日
㈪　

50
ｍ
自
由
型
出
場

　
　

15
日
㈭　

１
０
０
ｍ
自
由
型
出
場

※
決
勝
は
N
H
K
総
合
で
放
映
予
定

　

生
長
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◉ 

昭
和
45
年
生
ま
れ
（
45
歳
）。
先
天
性
の

緑
内
障
で
24
歳
の
と
き
に
失
明
。

◉ 

川
辺
小
学
校
→
山
鹿
中
学
校
→
鹿
本
高
校

→
大
分
県
立
芸
術
短
期
大
学
→
大
阪
府
立

視
覚
支
援
学
校

◉ 

生
ま
れ
つ
き
視
野
が
狭
い
な
ど
の
障
が
い

が
あ
り
ま
し
た
が
、
４
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
や

オ
ル
ガ
ン
を
習
い
始
め
、
そ
の
頃
か
ら
音

楽
が
好
き
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
水
泳
は

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
得
意
で
し
た
が
、中
・

高
と
部
活
は
吹
奏
楽
部
へ
入
部
し
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
演
奏
に
熱
中
。
一
度
自
分
で
決

め
た
こ
と
は
絶
対
に
曲
げ
な
い
意
思
の
強

さ
を
持
っ
て
い
て
、
両
親
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
大
分
の
短
大
へ
進
み
、
一
人
暮
ら

し
を
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
大
阪
に
移

り
、
28
歳
で
結
婚
。
32
歳
か
ら
本
格
的
に

水
泳
を
始
め
、
大
阪
府
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
水
泳
競
技
で
優
勝
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
大

会
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
大
会
で
の
主
な
成
績

◉
２
０
０
８
年
９
月

　

中
国
・
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

　

50
ｍ
自
由
型　
　
　

５
位
入
賞

◉
２
０
１
２
年
９
月

　

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

　

50
ｍ
自
由
型　
　
　

８
位
入
賞

　

１
０
０
ｍ
自
由
型　

８
位
入
賞

　

４
０
０
ｍ
自
由
型　

６
位
入
賞

◉
２
０
１
４
年
10
月

　

韓
国
・
仁
川
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会

　

50
ｍ
自
由
型　
　
　

銀
メ
ダ
ル
獲
得

　

１
０
０
ｍ
自
由
型　

銀
メ
ダ
ル
獲
得

　

４
０
０
ｍ
自
由
型　

銅
メ
ダ
ル
獲
得

　

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ　

４
位
入
賞

◉
２
０
１
５
年
７
月

　

イ
ギ
リ
ス
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
世
界
選
手
権
大
会

　

50
ｍ
自
由
型　
　
　

６
位
入
賞

　

１
０
０
ｍ
自
由
型　

８
位
入
賞

　

４
０
０
ｍ
自
由
型　

７
位
入
賞

　

１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ　

８
位
入
賞

　

生
長
さ
ん
の
ご
両
親
か
ら

　

鍋
田
に
お
住
ま
い
の
ご
両
親
（
小
井
手
武た

け

德の
り

さ
ん
、
幹み

き

子こ

さ
ん
）
か
ら
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。「
本
人
は
今
回
の
出
場
は
難
し
い
と

思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
代
表
に
選
ば
れ

て
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
応
援
に
は

行
け
ま
せ
ん
が
、
で
き
れ
ば
入
賞
し
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
く
じ
け
ず
に
気
持
ち

を
強
く
持
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
障
が
い

を
持
つ
人
に
『
や
れ
ば
で
き
る
』
と
い
う
こ

と
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」

良
い
成
績
を
収
め
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。
頑
張
れ
生
長
さ
ん
！

今回３度目となるパラリンピック出
場を目前として、いろんな思いが頭
をよぎります。

私の水泳の原点は今はなき川辺小学
校の部活動です。これまで本当に数
え切れないほどの方々に支えていた
だいたおかげで今の私があります。
感謝の気持ちを表せるような悔いの
ないレースをしたいと思います。

遠く離れたリオの地ではあります
が、山鹿で培った根性で精いっぱい
頑張ってまいります。応援よろしく
お願いいたします。

生
長
奈
緒
美
さ
ん

練習に励む生長さん

生長さんからのメッセージ
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　　利用時間（年末年始を除く）

土日祝日を含む午前６時半から午後 11時まで
※ 戸籍全部（個人）事項証明書は土日祝日を除く午前８

時半から午後５時 15 分まで

　　交付できる証明書

�●　�住民票の写し
�●　�印鑑登録証明書
�●　�所得証明書（現年度分）
�●　�市県民税課税台帳記載事項証明書（現年度分）
�●　�戸籍全部（個人）事項証明書（山鹿市に住民登録があ
り、山鹿市に本籍がある人）

 　  サービスを利用できるコンビニエンスストア

�■　�セブンイレブン
�■　�ローソン（ローソンストア 100を除く）
�■　�ファミリーマート
�■　�サークルＫサンクス
※ 多機能端末機（マルチコピー機）を設置していない店

舗では、利用できません。

　個人番号カード（マイナンバーカード）でもっと便利に

住民票の写し・印鑑証明書などの

各種証明書はコンビニ交付ができます

個人番号カード（マイナンバーカード）を持っていると、
コンビニエンスストアに設置されている多機能端末機

（マルチコピー機）を利用して、各種証明書が交付できます。
まだお持ちでない人は、通知カードに同封の申請書で申請し
てください。スマートフォンやパソコンでも申請できます。
申請書をなくした人は、市民課へお問い合わせください。

早朝〜夜間・休日も
自分の時間に合わせて 最寄りのコンビニで 全国のコンビニで

操作も簡単

個人番号カード 問市民課　☎ (43)1169

通知カードではコン
ビニ交付ができませ
んのでご注意くださ
い。 ×

◎便利！◎近くで

→

◎いつでも
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農
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

～
遊
休
農
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
の
評
価
方
法
が
変
わ
り
ま
す
～

　

農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
が
一
部
改
正

さ
れ
、
平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推

進
が
農
業
委
員
会
の
新
た
な
業
務
と
な
り
ま

し
た
。
主
な
業
務
は
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
と
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積

な
ど
で
、
次
の
よ
う
な
流
れ
と
な
り
ま
す
。

　

遊
休
農
地
の
調
査

【
７
～
９
月
】

　

▼　

 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
農
地
利
用
状
況
調
査
）

の
実
施

　

�

目
的
：
遊
休
農
地
の
把
握
・
違
反
転
用
の

発
生
防
止
と
早
期
発
見
・
是
正
な
ど

【
11
月
】

　

▼　 

遊
休
農
地
の
所
有
者
な
ど
に
「
利
用
意
向

調
査
書
」
の
送
付

　

�

目
的
：
遊
休
農
地
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し

た
い
の
か
利
用
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。

【
１
月
～
】

　

▼　 

提
出
さ
れ
た
「
利
用
意
向
調
査
書
」
に
基

づ
く
対
応
と
し
て
、
農
地
中
間
管
理
機
構

な
ど
へ
の
通
知
、
農
業
委
員
会
に
よ
る

あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
の
課
税
強
化

　
「
利
用
意
向
調
査
書
」
を
６
カ
月
経
過
し

て
も
返
送
し
な
い
場
合
や
、
意
向
確
認
の
選

択
肢
の
う
ち
②
か
ら
⑤
ま
で
の
回
答
を
し

て
、
６
カ
月
経
過
し
て
も
遊
休
農
地
を
放
置

し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
農
地
中
間
管
理
機

構
と
の
協
議
の
勧
告
を
行
い
ま
す
。
勧
告
さ

れ
た
農
地
は
税
制
改
正
に
よ
り
平
成
29
年
度

か
ら
新
た
な
評
価
方
法
で
固
定
資
産
税
が
課

税
強
化
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
利
用
意
向
調
査
書
」
で
『
①
農
地
中
間

管
理
機
構
が
行
う
農
地
中
間
管
理
事
業
を
利

用
す
る
。』
と
回
答
し
た
場
合
に
は
課
税
強

化
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

農
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ

　

現
在
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
遊
休
農
地
の
適
正
な
判
断
の
た
め
、
農

地
へ
立
ち
入
り
調
査
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
有
し
て
い
る
農
地
の
適
正
な
管
理
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局
☎（
43
）１
６
１
４

　農地中間管理機構（熊本県農業公社）では、農業経営を縮小する人などから農地を借り入れ、担い手農家な
どに貸し付けを行っています。「地域の担い手農家に農地を貸したい」「良い農地があれば借りたい」という人
は、農業振興課または熊本県農業公社にご相談ください。

農地を 募集しています「貸したい人」
「借りたい人」

利
用
意
向
確
認
の
選
択
肢
（
次
の
中
か

ら
一
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
）

① 

農
地
中
間
管
理
機
構
が
行
う
農
地
中

間
管
理
事
業
を
利
用
す
る
。

② 

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
（
Ｊ
Ａ

鹿
本
）
が
行
う
農
地
所
有
者
代
理
事

業
を
利
用
す
る
。

③ 

自
ら
買
い
手
、
借
り
手
を
見
つ
け
る
。

④
自
ら
耕
作
す
る
。

⑤
そ
の
他
（
具
体
的
に
記
入
）

問農業振興課　☎ (43)1556　熊本県農業公社　☎ 096(213)1234
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問ひだまり図書館　☎ (46)1310

　　　　 移動図書館車「ぐるりん号」巡回カレンダー　10月〜３月

地区 ステーション 到着時間 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

山
　
鹿

山鹿子育て支援センター 14:50 13日㈭・27日㈭ 10日㈭・24日㈭ ８日㈭・22日㈭ 12日㈭・26日㈭ ９日㈭・23日㈭ ９日㈭・23日㈭
さくら湯横広場 13:40 ７日㈮ ４日㈮ ２日㈮ ６日㈮ ３日㈮ ３日㈮
ふるさと市場 13:20 ７日㈮ ４日㈮ ２日㈮ ６日㈮ ３日㈮ ３日㈮
山鹿中央病院 14:00 ７日㈮ ４日㈮ ２日㈮ ６日㈮ ３日㈮ ３日㈮
中央児童センター 11:10 ８日㈯ 12日㈯ 10日㈯ 14日㈯ 休 11日㈯
山鹿老人福祉センター 11:00 ６日㈭ 休 １日㈭ ５日㈭ ２日㈭ ２日㈭
山鹿市民医療センター 13:25 ５日㈬ ２日㈬ ７日㈬ ４日㈬ １日㈬ １日㈬
坂田公民館 13:40 21日㈮ 18日㈮ 16日㈮ 20日㈮ 17日㈮ 17日㈮
米田地区公民館 10:50 22日㈯ 26日㈯ 24日㈯ 28日㈯ 25日㈯ 25日㈯
鍋田公民館 10:00 19日㈬ 16日㈬ 21日㈬ 18日㈬ 15日㈬ 15日㈬
川辺地区公民館 10:15 ６日㈭・20日㈭ 17日㈭ １日㈭・15日㈭ ５日㈭・19日㈭ ２日㈭・16日㈭ ２日㈭・16日㈭
八幡地区公民館 14:45 12日㈬ ９日㈬ 14日㈬ 11日㈬ ８日㈬ ８日㈬
第一児童館 10:40 ８日㈯ 12日㈯ 10日㈯ 14日㈯ 休 11日㈯
湯山公民館 13:30 19日㈬ 16日㈬ 21日㈬ 18日㈬ 15日㈬ 15日㈬
平小城地区公民館 9:30 ６日㈭・20日㈭ 17日㈭ １日㈭・15日㈭ ５日㈭・19日㈭ ２日㈭・16日㈭ ２日㈭・16日㈭
おさか童夢 10:00 １日㈯・15日㈯ ５日㈯・19日㈯ ３日㈯・17日㈯ ７日㈯・21日㈯ ４日㈯・18日㈯ ４日㈯・18日㈯
三岳地区公民館 13:20 13日㈭ 10日㈭ ８日㈭ 12日㈭ ９日㈭ ９日㈭
三玉地区公民館 10:05 27日㈭ 24日㈭ 22日㈭ 26日㈭ 23日㈭ 23日㈭
霊仙交流センター 9:30 27日㈭ 24日㈭ 22日㈭ 26日㈭ 23日㈭ 23日㈭
藤井 1区公民館 9:30 13日㈭ 10日㈭ ８日㈭ 12日㈭ ９日㈭ ９日㈭
児童センター 14:00 ８日㈯ 12日㈯ 10日㈯ 14日㈯ 休 11日㈯
大道地区公民館 14:50 21日㈮ 18日㈮ 16日㈮ 20日㈮ 17日㈮ 17日㈮
山鹿健康福祉センター 10:30 13日㈭ 10日㈭ ８日㈭ 12日㈭ ９日㈭ ９日㈭
鹿校通区公民館 14:15 12日㈬・26日㈬ ９日㈬ 14日㈬・28日㈬ 11日㈬・25日㈬ ８日㈬・22日㈬ ８日㈬・22日㈬

鹿
　
北

鹿北郵便局 13:30 20日㈭ 17日㈭ 15日㈭ 19日㈭ 16日㈭ 16日㈭
鹿北老人福祉センター 14:40 ６日㈭・20日㈭ 17日㈭ １日㈭・15日㈭ ５日㈭・19日㈭ ２日㈭・16日㈭ ２日㈭・16日㈭
広見郵便局 15:20 ６日㈭ 休 １日㈭ ５日㈭ ２日㈭ ２日㈭
鹿北子育て支援センター 14:00 ６日㈭・20日㈭ 17日㈭ １日㈭・15日㈭ ５日㈭・19日㈭ ２日㈭・16日㈭ ２日㈭・16日㈭

菊
　
鹿

内田郵便局 10:00 14日㈮ 11日㈮ ９日㈮ 13日㈮ 10日㈮ 10日㈮
こぐま 10:10 14日㈮・28日㈮ 11日㈮・25日㈮ ９日㈮ 13日㈮・27日㈮ 10日㈮・24日㈮ 10日㈮・24日㈮
鹿本農協菊鹿支所 10:50 14日㈮・28日㈮ 11日㈮・25日㈮ ９日㈮ 13日㈮・27日㈮ 10日㈮・24日㈮ 10日㈮・24日㈮
菊鹿子育て支援センター 11:00 １日㈯・15日㈯ ５日㈯・19日㈯ ３日㈯・17日㈯ ７日㈯・21日㈯ ４日㈯・18日㈯ ４日㈯・18日㈯
城北郵便局 10:45 21日㈮ 18日㈮ 16日㈮ 20日㈮ 17日㈮ 17日㈮
田中自動車整備工場駐車場 10:20 12日㈬・26日㈬ ９日㈬ 14日㈬・28日㈬ 11日㈬・25日㈬ ８日㈬・22日㈬ ８日㈬・22日㈬
永山公民館 10:40 ７日㈮ ４日㈮ ２日㈮ ６日㈮ ３日㈮ ３日㈮

鹿
　
本

鹿本児童館 13:20 ８日㈯ 12日㈯ 10日㈯ 14日㈯ 休 11日㈯
鹿本ふれあいセンター 15:30 19日㈬ 16日㈬ 21日㈬ 18日㈬ 15日㈬ 15日㈬
津袋公民館 13:15 26日㈬ 休 28日㈬ 25日㈬ 22日㈬ 22日㈬
水辺プラザかもと 10:20 21日㈮ 18日㈮ 16日㈮ 20日㈮ 17日㈮ 17日㈮
梶屋公民館 10:00 21日㈮ 18日㈮ 16日㈮ 20日㈮ 17日㈮ 17日㈮
川北公民館 10:40 19日㈬ 16日㈬ 21日㈬ 18日㈬ 15日㈬ 15日㈬

鹿
　
央

千田郵便局 11:15 27日㈭ 24日㈭ 22日㈭ 26日㈭ 23日㈭ 23日㈭
持松西公民館 13:15 27日㈭ 24日㈭ 22日㈭ 26日㈭ 23日㈭ 23日㈭
鹿本農協広域配送センター 14:10 14日㈮・28日㈮ 11日㈮・25日㈮ ９日㈮ 13日㈮・27日㈮ 10日㈮・24日㈮ 10日㈮・24日㈮
米野公民館 9:30 ７日㈮ ４日㈮ ２日㈮ ６日㈮ ３日㈮ ３日㈮
米野岳簡易郵便局 15:05 14日㈮ 11日㈮ ９日㈮ 13日㈮ 10日㈮ 10日㈮
鹿央子育て支援センター 14:00 13日㈭・27日㈭ 10日㈭・24日㈭ ８日㈭・22日㈭ 12日㈭・26日㈭ ９日㈭・23日㈭ ９日㈭・23日㈭
仁王堂倉庫 14:40 14日㈮・28日㈮ 11日㈮・25日㈮ ９日㈮ 13日㈮・27日㈮ 10日㈮・24日㈮ 10日㈮・24日㈮
肥後山内郵便局 15:05 28日㈮ 25日㈮ 休 27日㈮ 24日㈮ 24日㈮

今年度下半期のぐるりん号巡回カレンダーです。ど
うぞお気軽にご利用ください。各ステーションで

の滞在時間は 15分〜 30分です。

※休＝祝日のため運行はお休みです。
※ 天候不良などの理由により、運行日程・時間に変更が

ある場合があります。ご不明の場合は、ひだまり図書
館までお問い合わせください。
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準
備
よ
し
！
あ
な
た
を
守
る
反
射
材

９
月
30
日
㈮
は
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

高齢者の交通事故防止に向けて

ことし７月末時点の県内での交通事故死
者 38 人のうち、半数を超える 20 人が

高齢者です。山鹿警察署管内では、７月末ま
でに３件（３人）の交通死亡事故が発生して
いて、このうち２人が高齢者です。全国的に
高齢者の交通事故死者数の減少
が強く求められている中で依然
として発生していますので、十
分な対策が必要です。

　運転者の心掛け

����・運転中の安全確認の徹底
����・前照灯の早め点灯と上向き走行
����・後部座席を含むシートベルトの着用
����・70 歳以上の運転者は高齢者マークでアピール

　歩行者の心掛け

����・横断歩道を渡りましょう
����・横断する前に左右の確認
����・反射材を活用し、周囲に存在をアピール

秋
の全

国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
㈬
〜
30
日
㈮

子どもと高齢者
の交通事故防止

　例年、秋から年末にかけて飲酒運転による交通事故
や夕暮れ時・夜間の交通事故が増加する傾向にありま
す。また、通学中の児童が死傷する交通事故が依然と
して発生していて、高齢者の交通事故死者数は全体の
半数を占めています。
　この運動は、交通安全意識の普及を図り、交通ルー

ルの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けるとと
もに、道路交通環境の改善に向けた取り組みを推進す
ることで、交通事故防止の徹底を図ることを目的に実
施するものです。
　交通事故のない社会を目指して、できることから取
り組みましょう。

　　　飲酒運転は絶対にダメ！

飲酒運転は重大事故に直結す
る悪質・危険な犯罪である

にもかかわらず、いまだに後を絶
ちません。飲酒運転は運転者本人
だけでなく、家族も不幸にします。
飲酒運転をなくすため、右の３つ
の約束を厳守しましょう。

飲酒運転根絶三箇条
一、飲んだら運転しない
一、運転する人には飲ませない
一、飲んだ人には運転させない

…防災対策課　☎(43)1113問
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上
が
り
燈
籠
と
は
？

　

山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
と
い
え
ば
、
千
人
灯
籠

踊
り
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
か
つ
て
は
上
が
り
燈
籠
が
主
要
行
事

で
あ
り
、
多
く
の
見
物
客
を
集
め
ま
し
た
。

　

上
が
り
燈
籠
と
は
、
室
町
時
代
応お

う

永え
い

年
中

か
ら
は
じ
ま
る
６
０
０
年
の
伝
統
を
受
け
継

シ
リ
ー
ズ
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
④

未
来
へ
つ
な
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
☎（
43
）１
５
７
９

ぎ
、
祭
り
の
起
源
を
今
に
伝
え
る
神
事
で

す
。
灯
籠
師
が
制
作
し
た
奉
納
燈
籠
は
、
８

月
15
日
に
奉
納
団
体
の
奉
納
台
に
飾
ら
れ
、

各
町
内
で
展
示
さ
れ
ま
す
。
16
日
の
夜
に
は

町ま
ち

衆し
ゅ
う

た
ち
に
台
ご
と
担
が
れ
、「
ハ
ー
イ
と

う
ろ
う
」
の
掛
け
声
で
次
々
と
大
宮
神
社
に

担
ぎ
込
ま
れ
ま
す
。
大
宮
神
社
に
奉
納
さ
れ

た
燈
籠
は
、
御
神
前
で
献け

ん

灯と
う

の
儀
を
行
っ
た

後
、
大
宮
公
園
に
展
示
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
日
付
の
変

わ
っ
た
午
前
０
時
に
、
奉
納

燈
籠
が
大
宮
神
社
内
の
燈
籠

殿
に
納
め
ら
れ
る
「
下
が
り

燈
籠
」
を
す
る
こ
と
で
ま
つ

り
が
終
わ
り
ま
す
。

　

燈
籠
殿
に
は
、
上
が
り
灯

籠
で
奉
納
さ
れ
た
山
鹿
灯
籠

が
保
存
展
示
さ
れ
て
い
て
、

併
せ
て
御ご

神し
ん

宝ぽ
う

「
三
十
六
歌

仙
絵
馬
額
」
の
実
物
大
写
真

パ
ネ
ル
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
展
示
燈
籠
は
、
ま
つ
り

の
た
び
に
入
れ
替
わ
り
ま
す

の
で
、
奉
納
後
１
年
間
の
み

奉
納
燈
籠
の
全
て
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
展
示
燈
籠

は
、
予
約
制
で
払
い
下
げ
を

行
う
ほ
か
、
翌
年
の
灯
籠
ま

つ
り
で
、
お
み
く
じ
の
当
た

り
く
じ
を
引
い
た
人
に
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。

　

奉
納
団
体
「
山
鹿
燈
心
会
」

　

上
が
り
燈
籠
の
奉
納
団
体
の
中
に
は
、
女

性
の
み
で
構
成
す
る
「
山
鹿
燈
心
会
」
が
あ

り
ま
す
。
平
成
25
年
か
ら
奉
納
し
て
い
て
、

今
年
で
４
年
目
と
な
り
ま
す
。
女
性
の
み
で

構
成
し
て
い
る
奉
納
団
体
は
山
鹿
燈
心
会
だ

け
で
す
。

　

現
在
の
上
が
り
燈
籠
に
つ
い
て

　

昭
和
に
入
る
と
奉
納
燈
籠
台
数
が
急
増
し

た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
て
、
昭
和
14
年
に

は
４
０
０
台
以
上
が
奉
納
さ
れ
た
そ
う
で
す

（
昭
和
14
年
８
月
15
日
新
聞
記
事
）。
昨
年
の

灯
籠
ま
つ
り
の
奉
納
数
は
27
台
で
、
今
で
は

想
像
も
つ
か
な
い
数
で
す
が
、
そ
の
中
に
は

比
較
的
製
作
・
奉
納
が
容
易
な
燈
籠
も
含
ま

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

前
段
で
昨
年
の
奉
納
台
数
に
つ
い
て
触
れ

ま
し
た
が
、
現
在
、
上
が
り
燈
籠
は
い
く
つ

か
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一

つ
に
「
担
ぎ
手
不
足
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

奉
納
燈
籠
は
、
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
の
根
幹
で

あ
り
、
奉
納
燈
籠
の
担
ぎ
手
の
役
割
は
最
も

重
要
で
す
。
し
か
し
、
近
年
は
担
ぎ
手
の
高

齢
化
や
人
手
不
足
に
よ
り
、
奉
納
燈
籠
の
単

独
実
施
が
困
難
な
町
内
も
出
て
き
て
い
ま

す
。

　

ま
つ
り
の
根
幹
で
あ
る
奉
納
燈
籠
を
継
承

し
て
い
く
た
め
に
も
、
今
後
は
新
た
な
運
営

体
制
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
参
考
文
献

　

●　 

芦
田
徹
郎
『
山
鹿
市
「
灯
籠
祭
」
の
沿
革

と
現
状
』
昭
和
62
年

燈籠殿に展示されている燈籠（平成 21年）

山鹿燈心会の上がり燈籠（平成 27年）

大宮神社に担ぎ込まれる上がり燈籠（平成 22年）
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街角ぐるっとナビ 
地域の力で被災地支援
…炊き出し支援を行った三岳地区にお礼　 　７月28日

　熊本市中央区春竹校区の豊田史
し

朗
ろ う

自治会連合会長ほか
３人が三岳地区公民館を訪れ、熊本地震のときに炊き出し
支援をしてくれた区民にお礼を述べました。三岳校区では、
子育て中の母親たちから炊き出し支援の相談を受け、区長
会と公民館が主体となり活動。地域住民に呼び掛け、２週
間で延べ 300 人が支援しました。公民館指導員の吉田寛

ひ ろ

子
こ

さんは「地元はもとより、他の地区からも炊き出しの応援
や食材の提供があり、ありがたかった。被災地の力になりた
いという、それぞれの思いがつながった」と話しました。
　また、市内の飲食店や旅館、異業種の会も炊き出しを行
い、豊田真

ま き

紀さんらが熊本市内まで食事を配達しました。

春竹小児童からのお礼の手紙を渡す豊田史朗さん（右から４人目）

太極拳で心も体も健康に
…やまが太極拳愛好会が早朝教室　　　　　　８月７日

さくら湯をバックに太極拳をする皆さん

　やまが太極拳愛好会（田中美
み

知
ち

子
こ

会長、会員約 400 人）
が、さくら湯多目的広場で太極拳教室を開催し、30 人
の参加者が心地よい汗を流しました。これは 13 年前か
ら毎年行われていて、７月と８月の２カ月間、毎週日曜
日の早朝に開催するものです。以前はスーパーミカエル
の駐車場を借りて行っていましたが、ことしは場所を変
更。太極拳は青い芝生とさくら湯の雰囲気によく似合い、
通りかかった人が足を止めて見入っていました。
　田中会長は「早朝の太極拳は気分も爽やかで、心身共
に元気になれます。参加はどなたでも OK ！山鹿のまち
に健康づくりの和を広げたいですね」と話しました。

完成したポスターをお披露目する中嶋市長と山本氏 山本氏を囲んで笑顔でポスターの撮影

山鹿の元気をアピール
…「山鹿元気プロジェクト」観光戦略ポスター制作発表会と復興応援ポスター撮影会　　　　　　　　　　��７月28日

　山鹿市役所で「山鹿元気プロジェクト」観光戦略ポス
ター制作発表会を開催。中嶋憲正市長と、ポスターをプ
ロデュースした山本寛

か ん

斎
さ い

氏がポスターをお披露目しまし
た。山本氏は「表現したかったのは、金灯籠はどんな服
にも合うんだよ、世界レベルの美しさをもっているんだ
よ、ということ。どのモデルの肌の色にも合うことから、
インターナショナルな面もある。山鹿の皆さんが財産と
して持っている能力を感じたままに表現しただけ。山鹿
灯籠を作られている人、ここまで育ててこられた市民の
皆さんに、敬意を表したつもりです」とポスターに込め
た思いを述べました。ポスターは今後、主に県外や都市

圏に向けた山鹿市の知名度アップのために活用します。
　また、この発表会に先立ち、市役所エントランスで復
興応援ポスターの撮影会を開催。これは熊本地震で被害
が少なかった山鹿から、熊本県内や日本全国へ元気を発
信しようという趣旨でポスターを制作するものです。モ
デルに山鹿の “ 元気 ” な人総勢 72 人が集まり、山本氏
と一緒に撮影を行いました。参加した社会福祉協議会の
鬼塚知

と も

宏
ひ ろ

さん（41）は「寛斎さんのパワーで参加者の心
が一つになり、楽しく撮影できました。山鹿から被災地
へ元気が発信でき、全国へ支援の輪が広がることを願っ
ています」と話しました。
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まだまだあるよ。街角ぐるっとナビまだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

山鹿灯籠まつりを前に
…山鹿ロータリークラブによるさくら湯周辺の清掃　　　８月７日

　山鹿ロータリークラブ（坂
元博

ひろ

二
じ

会長）の会員ら約 30
人が、早朝からさくら湯周辺
の清掃活動を実施。周辺の歩
道の清掃を行い、灯籠娘の像
もきれいに磨かれました。こ
れは昭和 59 年から続く活動
で、この時期に毎年欠かさず
行われています。このような
取り組みが灯籠まつりを陰で
支えています。

日本赤十字社熊本県支部長感謝状贈呈
…（公社）山鹿法人会
　この感謝状は、10 年以上継続的
に献血にご協力いただいた団体や
献血の推進活動に功労のあった団
体に贈られるものです。
　今回感謝状を受け取った（公社）
山鹿法人会（林一

い っ

成
せ い

会長、会員数
692 社）は、市内商業施設で献血
が実施される際、献血者の受け付
け、お礼品の準備や配布、広報活
動など、血液センターと一緒になっ
てご協力いただいています。 感謝状を手にする林さん（右）

、

郷土の代表として頑張ります
…鹿本高校インターハイ・全国大会出場　�７月15日

、

「山鹿学」で学んだことを発表します
…城北高校が３年連続「民家の甲子園」出場　８月４日

　鹿本高校（那須寛
ひろし

校長）の陸上競技部、百人一首
競技かるた部、ギター・マンドリン部の17 人が、
個人や団体での全国大会出場を決め、中嶋憲正市
長へ報告に訪れました。
　中嶋市長は「支えてくれた多くの人へ感謝の気
持ちを返せるように頑張ってください」と激励。県
大会14 連覇を果たした百人一首競技かるた部の
古家智

と も

華
か

さんが「被災地熊本の代表として、優勝
目指して全力で頑張ります」と決意を述べました。
※�百人一首競技かるた部は団体でベスト８、個人
でも３人が入賞という好成績を収めました。

　城北高校（竹原英
え い

治
じ

校長）の生徒５人が、８月８
日に岐阜市で開催される民家の甲子園（全国高等
学校対抗民家街並みフォトコンテスト）への出場
を決め、中嶋憲正市長に報告に訪れました。同校で
は山鹿の歴史や文化などを学ぶ「山鹿学」に取り
組んでいて、これを発表する場としてこの大会に
チャレンジしています。
　生徒を代表して田所夕

ゆ う

弥
や

君が「全国の皆さんに
山鹿の良さや温かさを知ってもらえるように、全
力で頑張ります」と決意を述べました。
※大会では団体で９位という成績でした。

大会へ向けて気合い十分の皆さん

左から川上海
かい

斗
と

君（２年）、田所夕
ゆう

弥
や

君（２年）、中嶋市長、
稲葉南

みなみ

さん（３年）、佐藤真
ま さ き

咲樹さん（３年）

第 32回全国小学生陸上競技交流大会出場
…大城戸陸

り

琥
く

君（山鹿小学校５年）　中（山鹿）
　７月２日に行われた熊本県予選会の
男子５年 100 ｍの部に出場し、13 秒
67 のタイムで優勝。８月 20 日に横浜
市で行われる全国大会への出場を決め
ました。中嶋憲正市長に報告に訪れた
大城戸君は「目標は自己ベストを出し
て決勝に残ることです」と力強く宣言。
山鹿少年野球クラブの一員でもあるス
ポーツ万能の大城戸君。大会での活躍
を期待しています。報告に訪れた大城戸君

点字ブロックを磨く皆さん

感情を込めて精いっぱい表現しました
…山鹿市童話発表大会　　　　　　　　　　　　　　　８月 19日
　山鹿市民交流センターで童話発表大
会を開催し、市内各小学校から選ばれ
た 21 人が参加。感情を込めた語りに、
会場から大きな拍手が送られました。
　最優秀賞に菊鹿小６年の林田英

え

実
み

奈
な

さん、優秀賞に米田小６年の松尾和
かず

倫
とも

君、千田小６年の木本貫
かん

一
いち

郎
ろう

君が選ば
れました。ことしは熊本地震の影響で
県大会が開催されないため、県からの
表彰状も授与されました。 最優秀賞の林田さん



場広の ● 掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、原稿や写真を山鹿市役所秘書企画課へ
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味
噌
加
工
説
明
会手作

り
味
噌
の
会

　
例
年
実
施
し
て
い
る
み
そ
作
り
を

こ
と
し
も
行
い
ま
す
。
参
加
を
希
望

す
る
人
は
説
明
会
へ
の
出
席
を
お
願

い
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
９
月
25
日
㈰
　
午
後
２
時

◦�

場
所
　
鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
水
町

☎（
46
）２
３
８
８

負
け
る
な
！
熊
本
　
山
鹿

お
も
て
な
し
子
ど
も
祭
り

　
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も

が
、楽
し
く
演
奏
し
歌
い
踊
り
ま
す
。

く
ま
モ
ン
も
来
て
く
れ
ま
す
！

◦�

日
時
　
９
月
４
日
㈰

　
　
　
　
午
後
０
時
半
〜
４
時

◦
場
所
　
八
千
代
座

◦
参
加
費
　
無
料

山
鹿
だ
い
す
き
！

も
て
○ま

る

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
朝
市
）

◦�

日
時
　
９
月
11
日
㈰

　
　
　
　
午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯
前
広
場

◦�

内
容
　
野
菜
や
手
作
り
品
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

山
鹿
の
宝
探
し
塾
生
募
集

「
や
ま
が
」宝
探
し
わ
く
わ
く
塾

　
１
年
間
か
け
て
山
鹿
の
宝
を
探
し

ま
す
。

◦�

日
時
　
９
月
21
日
㈬
　
午
後
７
時

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

塾
長
　
県
立
装
飾
古
墳
館
館
長
　

木
﨑
康や

す
ひ
ろ弘
さ
ん
、
鞠き

く

智ち

城じ
ょ
う

温
故
創

生
館
館
長
　
西
住
欣き

ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん

負
け
る
な
！
熊
本

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

◦
日
時
・
内
容

　
９
月
25
日
㈰
午
前
10
時
〜
10
時
半

　�

子
ど
も
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯

◦
参
加
費
　
無
料

お
も
て
な
し
ガ
ー
ル
ズ
募
集

　
灯
籠
娘
の
姿
で
観
光
客
を
も
て
な

す
「
お
も
て
な
し
ガ
ー
ル
ズ
」
を
募

集
し
ま
す
。

◦�

対
象
　
16
〜
30
歳
の
女
性
で
山
鹿

の
良
さ
を
伝
え
る
活
動
を
し
た
い

人
、
月
１
回
程
度
日
曜
日
に
活
動

で
き
る
人

◦
問
い
合
わ
せ
先
　

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

（
山
鹿
も
て
な
し
た
い
　
山
本
）

天て

ん

聽ち
ょ
う

の
蔵
イ
ベ
ン
ト

天
聽
の
蔵

①�Conguero�Tres�H
oofers

九
州

ツ
ア
ーin

熊
本

◦�

日
時
　
９
月
11
日
㈰

　
午
後
５
時
開
場
、
６
時
開
演

◦�

出
演
　
渥
美
幸ゆ

き
ひ
ろ裕
、SA

RO

、
西

岡
ヒ
デ
ロ
ー

◦�

料
金
　
２
０
０
０
円
（
１
ド
リ
ン

ク
込
み
）

文ぶ

ん

雅が

淳じ
ゅ
ん

美
術
ク
ラ
ブ

「
一
歩
展
」

文
雅
淳
美
術
ク
ラ
ブ

◦�

期
間
　
９
月
17
日
㈯
〜
25
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所
　
温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿�

３
階

◦
入
場
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
三
角

　

 E-m
ail　

art.bungajun@
gm

ail.
com

◦
問
い
合
わ
せ
先

E-m
ail

　info@
cth-japan.com

②�

ナ
タ
リ
ー
＆
あ
す
か
で
奏
で
る
ド
イ

ツ
音
楽

◦�

日
時
　
９
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　
午
後
６
時
開
場
、
６
時
半
開
演

◦�

出
演
　
北
村
明あ

す

か

日
香
、ナ
タ
リ
ー
・

デ
ィ
ー
ツ

◦�

料
金
　
前
売
り
２
０
０
０
円
、
当

日
２
５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
北
村

☎
０
８
０（
１
７
９
１
）９
５
６
７

福山侑
ゆう

希
き

さん（熊本県立第一高等学校１年）
塚本百

もも

花
か

さん（山鹿中学校２年）　　　　　　７月 19日
出会いの輪

ボブ・ホーク　スカラシップ財団海外派遣研修でオーストラリアへ
オーストラリアの良さを広めたい」と話しました。
　中嶋憲正市長は「立派な決意表明をしてもらっ
た。実行委員会や関係者の皆さんの思いをしっか
りと受け止め、山鹿市を代表するつもりで勉強し
てきてほしい」と激励しました。

左から栗川代表、金丸会長、福山さん、塚本さん、中嶋市長、池
田永

えい

実
じつ

副市長、堀田浩
こう

一
いち

郎
ろう

教育長

　二人は「やまがわくわく英語　未来の翼」実行
委員会（栗川亮

りょう

一
い ち

代表）が主催する英語コンテス
トで上位入賞。副賞として、ボブ・ホークスカラシッ
プ財団が行うオーストラリア派遣研修への招待状
が贈られました。夏休みの約１カ月間、現地でホー
ムステイしながら英語を学びます。研修に掛かる
費用は、同財団を支援する株式会社オニザキコー
ポレーション（熊本市）の金丸美

み

智
ち

夫
お

会長が山鹿
市出身であることから、同社が全額支援されます。
　この日は山鹿市役所で壮行会が行われ、福山さ
んは「将来は国際関係の仕事に就きたいので、生
きた英語を学び、現地の文化や習慣などを肌で感
じたい」とあいさつ。塚本さんは「山鹿の文化を
発信し、さまざまなものを吸収して、山鹿の人に
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ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

▶充江子の笑
え

書
が き

展
　中尾充江子さん
　�ホッとするような言葉を筆ペンで書を絵のよ
うに書いた作品を約 15点展示

　期間　９月１日㈭〜 16日㈮
▶江住昌蔵展
　�喜寿を迎え、これまで制作してきた日本画を
中心に約 10点展示

　期間　９月 17日㈯〜 30 日㈮
※�日曜日定休。時間は 11：30 〜 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時
　
９
月
16
日
㈮
　
午
後
７
時

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設展示場）
問☎ (36)3838

▶アクリル画展
　星田四郎さん
　期間　９月１日㈭〜 15日㈭

※月曜日休館。時間は 10：00 〜 17：00

▶蓮まつり入選者作品展
　期間　９月 16日㈮〜 30 日㈮

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者
教
室

山
鹿
市
総
合
体
育
館

◦�

期
間
　
10
月
６
日
㈭
〜

　
11
月
10
日
㈭
（
毎
週
木
曜
日
）

　
午
後
７
時
半
〜
９
時

◦�

場
所
　
山
鹿
小
学
校
体
育
館

◦�

対
象
　
中
学
生
以
上
の
初
心
者

◦
参
加
費
　
無
料

◦
申
込
先
（
午
後
１
時
以
降
）

☎（
43
）５
０
７
０

八
千
代
座
う
た
の
夕
べ

酒
井
俊し

ゅ
ん 

魂
の
歌
声

酒
井
俊
う
た
の
夕
べ
会

　
第
45
回
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
企
画

賞
を
受
賞
し
た
ジ
ャ
ズ
歌
手
・
酒
井

俊し
ゅ
んさ
ん
を
は
じ
め
、
国
内
外
で
活
躍

す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
共
演
し
ま

す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
作
ら
れ
た
名
曲
「
満
月
の
夕
べ
」

を
、
今
回
熊
本
の
た
め
に
熱
唱
！

◦�

日
時
　
10
月
１
日
㈯

　
午
後
１
時
開
場
、
２
時
開
演

◦
場
所
　
八
千
代
座

◦
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
　
１
時
半

　�

山
鹿
小
学
校
音
楽
部
、
山
鹿
中
学

手作り雑貨はちや＆ギャラリー
問☎ 090(5747)5136（小川）

▶ �Yamaga Photo Story 上野弘喜写真展
　「山鹿風情」
　期間　９月２日㈮〜 10月 30 日㈰
　時間　10：00 〜 17：00
　　　　（金・土・日曜日のみ）

熊
本
地
震
復
旧
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
ェ
ス
タ

山
鹿
五
節
供
の
会

◦�

日
時
　
９
月
４
日
㈰
　
午
後
２
時

◦
場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

出
演
　
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者�

森
一

久ひ
さ

雄お

さ
ん
、
せ
か
ら
し
か
劇
団
、

コ
ー
ラ
ス
鹿
本
、
出
田
眼
科
病
院

合
唱
団
ほ
か

◦�

講
演
　

　「
目
は
口
ほ
ど
に
物
を
言
う
」

　
出
田
眼
科
病
院
名
誉
院
長

　
出
田
秀ひ

で
な
お尚

さ
ん

◦�

入
場
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
大お

お
し
ろ代

☎
０
９
０（
８
９
１
５
）５
３
３
１

救
急
の
日
講
演
会
・

実
技
講
習

鹿
本
医
師
会

◦
日
時
　
９
月
７
日
㈬
　
午
後
２
時

◦�

場
所
　
山
鹿
市
消
防
本
部

◦�

内
容

　
①
講
演
会
「
心
肺
蘇
生
法
の
ア
ッ

校
合
唱
部

◦�

出
演
　
酒
井
俊
、
田
中
信の

ぶ
ま
さ正

、
須

川
崇た

か

志し

◦�

料
金
　
前
売
り
３
５
０
０
円
、
当

日
４
０
０
０
円
、
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト

６
０
０
０
円

※�

当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
金
丸

☎
０
９
０（
８
６
６
８
）０
０
８
９

◦�

場
所
　
夢
想
庵

◦�

内
容
　
お
彼
岸
に
想
ふ
…

◦�

講
師
　
万ま

ん

行ぎ
ょ
う

寺じ

新し
ん

発ぽ

意ち

　
大
道
浄じ

ょ
う

信し
ん

さ
ん

◦
会
費
　
５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　
葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
43
）２
２
１
１

　�

プ
デ
ー
ト
〜
新
た
に
強
調
さ
れ
た

こ
と
〜
」
悠
愛
病
院
副
院
長

　
田
代
尊た

か
ひ
さ久
先
生

　
②
Ａ
Ｅ
Ｄ
実
技
講
習

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
44
）２
０
８
６
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肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

六
月
例
会

互
選
句

見
く
ら
べ
て
　
ひ
ね
く
り
ま
わ
ち
買
わ
っ
さ
ん

中
川　

正
子

も
う
安
心　

産
声
聞
い
て
ほ
っ
と
し
た

宮
園
須
眞
子

見
く
ら
べ
て　

キ
ュ
ウ
リ
一
本
え
っ
た
く
り

伊
藤　
　

元

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

七
月
例
会

長
瀬
狂
介
選

昭
和
生
れ
　
玉
音
も
も
う
喜
寿
米
寿

荒
木
又
衛
門

夏
肥
り
　
Ｍ
か
ら
Ｌ
に
替
え
ら
し
た

酒
井
誠
之
助

盆
働
き
　
日
頃
は
何
ン
も
せ
ん
奴
が

鳥
巣
万
年
青

低
気
圧
　
今
日
は
ハ
イ
ハ
イ
言
う
と
こ
う

宮
川
　
幸
代

影
法
師
　
花
火
帰
り
は
寄
り
添
っ
て

川
上
　
火
男

小
水
流
繁
富
選

昭
和
生
れ
　
も
っ
た
い
無
い
も
有
る
格
差

藤
本
　
白
扇

夏
肥
り
　
余
っ
ぽ
ど
水
の
合
う
と
だ
ろ

長
野
　
お
節

影
法
師
　
ア
ラ
ア
ラ
一
人
き
ゃ
ァ
消
え
た

立
山
　
連
峰

男
と
女
　
言
わ
ば
磁
石
の
間
柄

荻
　
　
正
好

男
と
女
　
今
は
女
子
が
う
わ
ん
だ
ん

三
代
ミ
ン
子

鹿
本
短
歌
会　

七
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

紫
陽
花
も
色
あ
せ
ゆ
き
て
窓
辺
よ
り
遠
く
近
く
の
わ
か
ば
が
そ
よ
ぐ
　
　
平
野
　
和
子

か
わ
い
い
ね
石
の
間
の
飛ひ

燕え
ん

草
踏
ま
な
い
よ
う
に
踏
ま
な
い
よ
う
に
　
　
吉
岡
　
孝
子

ほ
ん
の
り
と
香
た
だ
よ
う
桃
の
実
を
ね
ん
ご
ろ
に
捥
ぐ
せ
わ
し
さ
忘
れ
　
出
井
セ
キ
子

石
人
短
歌
会　

七
月
例
会

富
田
豊
子
選

海
外
の
電
話
で
知
っ
た
良
い
知
ら
せ
「
よ
へ
ほ
」
踊
り
は
山
鹿
の
宝
　
　
三
森
　
京
子

美
少
年
の
馬
上
の
像
に
降
る
小
雨
足
踏
み
締
め
て
仰
ぐ
田
原
坂
　
　
　
　
鬼
木
　
芳
子

く
ず
れ
落
ち
し
城
　
石
垣
の
足
元
や
　
遠
き
学
び
の
日
々
埋
も
れ
ゆ
く
　
堀
田
　
恵
美

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　
八
月
例
会

九
十
路
越
え
な
お
学
ぶ
べ
き
こ
と
多
く
命
延
ば
さ
む
手
だ
て
の
欲
し
き
　
池
田
　
敏
子

夜
着
の
裾
た
く
し
あ
げ
つ
つ
朝
雨
の
池
の
メ
ダ
カ
に
カ
ツ
オ
節
ま
く
　
　
関
　
ケ
イ
子

人
生
の
峠
に
立
ち
て
ふ
り
返
る
苦
楽
の
道
で
傘
寿
越
え
な
ん
　
　
　
　
　
相
川
　
怜
子

鹿
北
短
歌
会

ひ
ぐ
ら
し
の
声
に
夜
が
あ
け
日
が
暮
れ
て
あ
え
ぎ
て
暮
す
灼
熱
の
夏
　
　
貞
熊
喜
美
子

合
歓
の
花
雨
の
花
と
ふ
梅
雨
に
咲
く
や
さ
し
花
い
ろ
は
じ
ら
い
の
ご
と
　
弓
掛
ム
ツ
子

日
沒
の
鐘
に
さ
そ
わ
れ
遊
ぶ
子
等
家
の
灯
り
に
吸
わ
る
る
ご
と
去
る
　
　
島
北
　
鎌
岳

菊
鹿
短
歌
会　

七
月
詠
草

身
の
疲
れ
癒
せ
ぬ
ま
ま
に
起
き
し
日
日
余
震
の
野
良
の
虚
空
は
は
つ
夏
　
片
山
　
陽
子

寝
む
と
せ
し
と
き
に
激
し
く
揺
ら
れ
た
り
気
遣
ふ
電
話
し
ば
し
つ
づ
け
り
　�

富
田
　
龍
子

小
ぶ
り
な
る
ひ
ま
わ
り
の
花
少
女
ら
の
笑
顔
に
見
ゆ
る
文
月
の
朝
　
　
　
渕
上
ヨ
シ
子

鹿
央
短
歌
会　

七
月
作
品

庭
先
の
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
ピ
ン
ク
の
花
約
束
の
ご
と
今
年
も
咲
け
り
　
　
木
下
志
摩
子

梅
雨
空
に
真
直
ぐ
に
伸
び
し
若
竹
は
流
る
る
雲
に
身
動
き
も
せ
ず
　
　
　
竹
原
　
黎
子

旅
立
ち
の
朝
つ
ゆ
の
雨
少
し
止
む
さ
い
先
よ
か
れ
と
祈
り
家
出
づ
　
　
　
木
下
　
精
子

三
岳
短
歌
会　

七
月
例
会

気
の
冴
え
て
こ
の
朝
歩
く
川
岸
に
黄
花
コ
ス
モ
ス
群
れ
て
揺
れ
を
り
　
　
荒
木
　
光
子

裏
山
に
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
ひ
び
く
夕
暮
れ
時
は
も
の
悲
し
け
り
　
　
一
森
　
久
子

呆
然
と
言
葉
も
も
た
ず
立
ち
尽
く
す
地
に
ひ
し
ゃ
げ
た
る
阿
蘇
の
大
宮
　
有
働
　
恵
子

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

夏
蝶
や
亡
夫
に
な
り
き
り
時
を
食
む
　
　
　
東
田
　
一
子

消
え
失
せ
し
阿
蘇
の
そ
ば
屋
の
夏
座
敷
　
　
福
島
　
好
美

朧
夜
に
身
を
寄
せ
合
い
し
大
地
震
　
　
　
　
松
本
　
洋
子

タ
ッ
プ
俳
句
会　
七
月
例
会

雨
上
が
り
眩
し
き
庭
の
ダ
リ
ア
か
な
　
　
　
大
園
美
奈
子

三
つ
き
過
ぎ
な
お
一
山
の
郷さ

と里
の
蝉
　
　
　
原
口
　
弓
子

真
昼
間
を
過
ぎ
て
じ
り
じ
り
秋
の
蝉
　
　
　
尾
田
　
大
空

鹿
本
町
俳
句
教
室　

七
月
例
会

利
光
釈
郎
選

水
打
っ
て
一
人
の
夜
を
涼
し
く
居　
　
　
　

坂
田　

昭
代

我
病
み
て
麦
藁
帽
子
は
棚
の
上　
　
　
　
　

福
島　

幸
代

行
き
帰
え
り
蛙
ゲ
ロ
ゲ
ロ
忙
し
げ
に　
　
　

戒
田
喜
久
子

山
鹿
俳
句
会　

七
月
例
会

利
光
釈
郎
選

打
水
の
生
き
て
流
る
る
早
さ
あ
り
　
　
　
　
児
玉
　
徳
夫

つ
く
ば
い
を
囲
み
て
茂
る
夏
の
草
　
　
　
　
松
井
　
夕
子

藻
の
花
に
小
さ
き
風
の
通
り
け
り
　
　
　
　
北
原
　
勝
介
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『やまが肝いりどん』通信
【肝いりどんメンバー紹介（敬称略・順不同）】
竹内美

み

智
ち

子
こ

（山鹿）　　　　小松　大
た い

祐
す け

（名塚）
北井さとし（下吉田）　　　大林　節

せ つ

朗
お

（熊入町）
工藤ハル子

こ

（熊入町）　　　福本　義
よ し

文
ふ み

（城）
中島　純

じゅん

之
し

（鹿北町芋生）　渡辺　敬
け い

子
こ

（鹿北町椎持）
山口　幸

ゆ き

富
と み

（鹿北町岩野）　上田　博
ひ ろ

子
こ

（菊鹿町下永野）
冨田　正

せ い

剛
ご う

（鹿本町中川）　古庄　敏
と し

和
か ず

（鹿本町来民）
三嶋　三

み

重
え

（鹿本町来民）　続　　順
じゅん

子
こ

（鹿央町合里）
吉良トミ子

こ

（鹿央町岩原）

　登録を希望する人は、お近くの肝いりどんか地域生
活課（市役所３階）まで気軽にお問い合わせください。
登録用紙は、山鹿市ホームページからもダウンロード
できます。

問地域生活課　☎ (43)1114

～私たちと一緒にすてきな出会いを見つけませんか～
　本市が行う結婚支援「やまが肝いりどん」事業で活動
している、肝いりどん（結婚支援相談員）を紹介します。
　現在15 人の肝いりどんが、事業に登録している男女
の結婚支援を行っています。これまでに13 組のカップ
ルを成婚させた実績があり、今年度はさらに成婚数が
増える予定です。
　肝いりどんと一緒にすてきな出会いを見つけません
か。

【やまが肝いりどん事業への登録要件】
●　 真剣に結婚を考えている 50 歳

未満の人
●　 山鹿市内に住んでいるか、結婚

後山鹿市に居住する人

94 歳で大往生。瞬間湯沸器だった父、
阿川弘之に罵倒されること何千回。男
尊女卑でわがままで、妻や子どもには
絶対服従を求める。故人をまったくた
たえない「父と娘」の記録。

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・大人のための上映会
　綾小路きみまろ爆笑！エキサイトライブビデオ
　▷９月18日㈰　午後２時から（78 分）
山鹿市民交流センター中会議室１

・図書館 de シネマ
　「夏の庭」
　▷９月25日㈰　午後２時から（120 分）
ひだまり図書館

・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷９月３日㈯・10日㈯・17日㈯・24日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷９月６日㈫・13日㈫・20日㈫・27日㈫
・ 「人は何歳からでもはじめられる」敬老の日にちなんだ展示
・防災係・環境政策係・農業振興係より情報発信！
こもれび図書館　

・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷９月３日㈯・10日㈯・17日㈯・24日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷９月１日㈭・８日㈭・15日㈭・22日㈷・29日㈭
・「小さな命とともに生きる 動物愛護週間」に関
連した展示
・実りの秋です。「加工食品レシピ」を紹介！

休
館
日

ひだまり図書館
▷９月５日㈪・12日㈪・26日㈪  ※19日㈷は開館
こもれび図書館

▷９月７日㈬・14日㈬・21日㈬・28日㈬
問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

和えものは、時短でかんたん。野菜だ
けではなく、肉や魚、豆腐なども。
毎日食べたい基本の和えもの、おつま
み和えものなどのレシピを紹介しま
す。

『いつもの材料でおいしい和えもの』
大原千鶴 /著　家の光協会 /出版

【ひだまり】
【こもれび】

ママとケンカして家出したゆびさき
ちゃん。公園のトンネルをくぐると、そ
こは不思議な動物たちの世界でした…。
かわいらしい冒険を、指でたどりなが
ら楽しめる、とってもユニークな絵本。

『ゆびさきちゃんのだいぼうけん』
いわいとしお/著　白泉社 /出版

『強父論』
阿川佐和子 /著　文藝春秋 /出版

新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】
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第２回

西
南
戦
争
と
は
（
２
）

　

前
回
は
西
南
戦
争
直
前
の
社
会
の
様
子
と
、
弾
薬
製
造
機
械

の
搬
出
に
憤

い
き
ど
おる
鹿
児
島
県
の
士し

族ぞ
く

（
武
士
）
た
ち
の
動
き
を
紹

介
し
ま
し
た
。
今
回
は
戦
争
の
始
ま
り
と
戦
火
が
熊
本
に
も
迫

る
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

西
南
戦
争
の
始
ま
り

　

さ
て
、
私し

学が
っ

校こ
う

党と
う

（
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

が
作
っ
た
「
私
学
校
」
の
生

徒
と
卒
業
生
ら
の
グ
ル
ー
プ
）
を
は
じ
め
と
し
た
鹿
児
島
県
の

士
族
た
ち
に
よ
る
政
府
の
弾
薬
庫
襲
撃
の
一
報
は
、
鹿
児
島
郊

外
で
静
養
し
て
い
た
西
郷
の
元
へ
と
伝
わ
り
ま
し
た
。
私
学
校

党
は
鹿
児
島
県
の
状
況
を
偵
察
す
る
た
め
に
帰
郷
し
て
い
た
警

視
庁
の
警
察
官
た
ち
を
激
し
く
取
り
調
べ
「
西
郷
隆
盛
暗
殺
計

画
」
を
自
白
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
私
学
校
党
が
過
激
な

行
動
を
起
こ
し
た
た
め
、
西
郷
ら
私
学
校
の
幹
部
は
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
幹
部
の

篠し
の

原は
ら

国く
に

幹も
と

や
桐き

り

野の

利と
し

秋あ
き

ら
の
意
見
で
武
力
行
動
に
よ
っ
て
東
京

へ
向
か
う
こ
と
が
決
ま
り
、
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
２
月
14

日
、
先
発
隊
が
鹿
児
島
を
出
発
、
15
日
に
本
隊
が
進
軍
を
開
始

し
ま
し
た
。
西
郷
も
２
月
17
日
に
鹿
児
島
を
出
発
し
、
北
上
を

始
め
ま
し
た
。
西
郷
が
反
乱
を
起
こ
し
た
と
い
う
報
告
を
受
け

た
政
府
は
２
月
19
日
、
鎮
圧
す
る
た
め
出
兵
を
決
め
ま
し
た
。

熊
本
城
炎
上

　

鹿
児
島
を
出
発
し
た
西
郷
ら
は
、
ま
ず
熊
本
城
を
目
指
し

ま
し
た
。
熊
本
城
は
廃は

い

藩は
ん

置ち

県け
ん

の
後
、
陸
軍
の
組
織
で
あ
る

熊
本
鎮ち

ん

台だ
い

と
な
り
、
こ
の
と
き
は
司
令
長
官
の
谷た

に

干た
て

城き

以
下
、

３
５
０
０
人
ほ
ど
の
兵
士
が
守
っ
て
い
ま
し
た
。
政
府
が
出
兵

を
決
め
た
２
月
19
日
、
熊
本
城
で
は
火
災
が
発
生
し
、
天
守
閣

や
本
丸
御
殿
な
ど
主
要
な
建
物
が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

火
災
の
原
因
は
薩さ

つ

軍ぐ
ん

に
よ
る
放
火
説
や
陸
軍
に
よ
る
自
焼
説
な

ど
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
現
在
ま
で
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
中
、
２
月
20
日
に
１
万
４
千
人
と
い
わ
れ
る
薩
軍

が
到
着
し
、
熊
本
城
を
守
る
鎮
台
兵
と
の
間
で
激
し
い
戦
い
と

な
り
ま
し
た
。主
要
な
建
物
が
無
く
な
っ
た
熊
本
城
で
し
た
が
、

石
垣
や
堀
な
ど
守
り
は
堅
く
、
薩
軍
は
熊
本
城
を
落
と
せ
な
い

ま
ま
、
数
日
間
に
ら
み
合
い
が
続
き
ま
し
た
。
城
が
す
ぐ
に
落

ち
な
い
こ
と
が
分
か
る
と
、
薩
軍
は
城
内
の
食
糧
が
尽
き
る
ま

で
城
を
包
囲
す
る
作
戦
に
切
り
替
え
、
主
力
は
山
鹿
・
植
木
方

面
に
向
け
て
北
上
し
ま
し
た
。

熊
本
城
で
戦
死
し
た
野
満
兄
弟

　

熊
本
城
を
巡
る
戦
い
に
は
、
薩
軍
に
協
力
す
る
た
め
山
鹿
か

ら
参
加
し
た
人
も
い
ま
し
た
。
古
閑
村（
現
在
の
山
鹿
市
古
閑
）

出
身
の
野の

満み
つ

安や
す

親ち
か

、
富ふ

記き

兄
弟
は
西
郷
の
挙き

ょ

兵へ
い

を
知
る
と
薩
軍

に
加
わ
り
、
熊
本
城
へ
の
総
攻
撃
で
は
先
頭
に
立
っ
て
戦
い
ま

し
た
。
兄
弟
共
に
総
攻
撃
初
日
の
２
月
22
日
、
政
府
軍
の
銃
弾

に
当
た
り
戦
死
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
熊
本
県
内
か
ら
薩
軍

に
加
わ
る
人
は
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
が
て
彼
ら
は
熊
本
隊

や
協
同
隊
な
ど
「
党と

う

薩さ
つ

諸し
ょ

隊た
い

」
と
い
う
部
隊
を
編
成
し
て
、
薩

軍
と
行
動
を
共
に
し
ま
し
た
。

問
社
会
教
育
課　

☎（
43
）１
６
５
１

遠
隔
操
作
に
よ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
勧
誘

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

【
事
例
】

●
　�

大
手
電
話
会
社
か
ら
の
電
話
だ
と
思
い
、
プ
ロ
バ

イ
ダ
契
約
の
内
容
変
更
を
了
解
し
た
が
、
そ
う
で

は
な
か
っ
た
。

●
　�

通
信
料
が
安
く
な
る
と
言
わ
れ
て
プ
ロ
バ
イ
ダ
契

約
を
変
更
し
た
が
、
安
く
な
ら
な
か
っ
た
。

●
　�

電
話
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
を
勧
誘
さ
れ
、
よ
く
分

か
ら
な
い
ま
ま
遠
隔
操
作
で
変
更
し
て
し
ま
っ

た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　�

契
約
前
に
書
面
の
交
付
を
求
め
、
契
約
内
容
を
完

全
に
理
解
し
な
い
ま
ま
電
話
口
で
承
諾
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
原
則
と
し
て
、
契
約
は
口
頭

の
合
意
の
み
で
有
効
に
成
立
す
る
た
め
、
電
話
の

や
り
と
り
の
み
で
も
成
立
し
て
し
ま
い
ま
す
。

●
　�

契
約
先
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
　�

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確
認
し
、
現
在
の
利
用
料
よ
り

も
何
が
い
く
ら
安
く
な
る
の
か
、
従
前
の
プ
ロ
バ

イ
ダ
契
約
の
解
約
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を

し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※�

お
か
し
い
と
思
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）１
５
７
９

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

山鹿市墓地公園内の三人野
満顕彰の碑（野満兄弟と従
兄弟の野満長太郎を顕彰）
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問環境課��☎(43)7211

環境だより環境だより

9
月
は
動
物
愛
護
月
間

　

動
物
を
一
度
飼
い
始
め
た
ら
、

た
と
え
病
気
や
老
齢
に
な
っ
て

も
、
家
族
の
一
員
と
し
て
最
後
ま

で
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま

し
ょ
う
。

　

野
良
猫
な
ど
へ
の
無
責
任
な
餌

や
り
は
近
所
迷
惑
に
な
る
ば
か
り

か
、
心
な
い
人
に
虐
待
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
餌
を
与
え
る
だ

け
が
動
物
愛
護
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
自
分
は
餌
を
与
え
て
い
る

だ
け
で
、
飼
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
」
と
い
う
無
責
任
な
気
持
ち

で
動
物
た
ち
に
接
す
る
こ
と
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　

�
不
幸
な
犬
や
猫
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
で
き
る
こ
と

①�

飼
う
前
に
命
を
預
か
る
責
任
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

②�

望
ま
な
い
命
を
産
ま
せ
な
い
た

め
不
妊
去
勢
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

③�

飼
い
犬
は
首
輪
で
つ
な
ぎ
、
迷

子
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
犬
鑑
札

と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

飼
い
始
め
た
そ
の
日
か
ら

大
切
な
家
族
の
一
員
で
す

　9 月は特に台風の影響を受けやすい時
期です。家庭ごみの収集はできるだけ行
いますが、暴風警報発令中は安全を第一
に考え、収集を中止することがあります。
　台風が近づき、荒れた天候になったと
きにごみを出すのは危険で、ごみの散乱
の原因にもなります。道路や歩道などに
飛散すると大変危険ですので、次回に出

すなどの配慮をお願いします。
　中止する場合の情報は、台風が最も接
近すると予想される前日までには、防災
無線やオフトーク通信、市ホームページ、
RKK のデータ放送（デタポン）、メール
配信サービスなどを利用して、家庭ごみ
収集の中止や振替日をお知らせします。
台風時の情報に注意してください。

台風接近時の家庭ごみ収集について

ゆう き



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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授乳の場やオムツ替えの場、ミルク用の
お湯の提供・子育て情報提供・子ども
への声掛け・見守りなど

　　　　　実習製品大盛況！農高プラザ鹿本農業高校

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

「子育て応援の店」登録店
ヘアーサロンふなつ

◦鹿本農業高校データ◦　村上正則校長　生徒数 254 人

　鹿本農業高校は「智を磨き�未来を拓く�鹿農スピ
リッツ！」を教育スローガンに、責任を果たし、共に
支え合い、夢の実現に果敢に挑戦する集団作りと、プ
ロフェッショナルとして社会に貢献する人材作りを目
指して、日々さまざまな活動に取り組んでいます。そ
の中の１つ、農高プラザについて紹介します。
　農高プラザは生徒たちが毎日の実習で育てた農産物
とそれを加工した製品の販売会です。店頭には野菜や
果物、観葉植物、ジャムなど、
各科の特色を生かしたさまざ
まな製品が並びます。新鮮で
おいしく、安全な製品が市価
よりも安く販売されるため、
毎回多くのお客さまに来てい
ただいています。
　生徒たちはこの販売会を通して、消費者である地域
のかたや保護者の皆さんとじかに接し、自分たちがつ
くった製品が購入される喜びとともに、お金をいただ
くことへの責任を感じ、プロフェッショナルとしての

意識を高めています。
　また、お客さまとの対話を通してあいさつや礼儀、
言葉遣いなどの社会性を向上させています。さらに、
お客さまから製品について質問されることも多く「ど
うやったらおいしく食べられるか？」「花を長持ちさ
せるにはどう育てたらいいか？」など、生徒の自発的
な学習にもつながっています。

　次回の農高プラザは 12 月
に実施し、メロンやシクラメ
ン、露地野菜、観葉植物、焼
き菓子やジャムなどを販売す
る予定です。また、11 月に
行う鹿農祭（文化祭）でも販

売会を計画しています。ぜひ、来校ください。

※生徒たちの活動は本校ホームページ
でもご覧いただけます。（http://sh.higo.
ed.jp/kamotono/）QRコードはこちら→

農高プラザの様子。いつも多
くの人でにぎわいます

加工した製品も並びます

日時　９月 12 日㈪、29 日㈭、
　　　10 月25 日㈫　午前10 時
場所　鹿本商工高校 視聴覚室

　高校生と赤ちゃん、そのお母さんとお父さんとの交流を通して、命
の大切さや家族の役割を学びます。多くの皆さんの参加をお待ちして
います。

「高校生は絵本の読み聞かせや赤ちゃんとのふれあい方がとて
も上手で驚いた。自分が教えられることは特にないと思って
いたが、高校生が子育てや赤ちゃんのことなど質問してくれ
て、育児や赤ちゃんの成長を振り返ることができました」

「高校生にたくさん遊んでもらって、子どももとても楽しんで
いました。私も若い子たちを見て、初々しさや抱っこのドキ
ドキ…懐かしいな〜と見ていました。また参加したいです。
自分の子どもが高校生になるまでぜひ続けてください」

高校生と赤ちゃんのふれあい交流事業
子育て中の親子の皆さん、一緒に遊びませんか？

日時　11 月８日㈫　午後１時半
場所　城北高校

参加したお母さんの声



わ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園

25　2016.9.1　広報やまが

　西保育園では、子ど
もたちが新しいクラス
に慣れた６月後半に保
育参観を行っています。
今回は保育園での様子
を見学後、親子の触れ
合い遊びを十分に楽し
んでいただきました。
　おやつの試食（レシピ紹介）でティータイム後、保
護者研修として「遊び発見」と題し、新聞紙などの身
近な紙やペットボトルを使った作品の紹介後、保護者
の皆さんがかぶり物作りに挑戦。童心に帰り思い思い
の作品ができ、部屋いっぱいに笑顔の花が咲きました。

　現在、三玉保育園には
82 家庭から約 120 人の
子どもたちが元気に通っ
ています。その中にお子
さんが４人、５人いらっ
しゃるご家庭が 14 組！
特に数年前から４人目の
ご出産が増えています。４人、５人の子育てを頑張る
ママにインタビューしてみました。
子育てで楽しいときは？
　�子どもたちに囲まれているとき。一人一人がみんな
違うけど助け合っているのを見るとき。４人目は余
裕が出てきて新鮮で楽しい！
子育てで大変なことは？
　�みんな一斉に何かを言い出したとき。年齢によって
活動時間が違う。学校行事で自分の休みがなくなる。
大切にしていることは？
　�みんな平等！協力しないとみんなが困るよ！礼儀正
しく！休日はみんなで過ごす！寝る時間があれば寝
よう！
子育て支援対策へのお願いは？
　子連れでも行きやすいレストランがあればいいな。

　平小城小学校は「夢」と「平小城の心」を育む学校
です。活動を紹介します。

１.「夢」を育む
　毎年、児童玄関に学年ごとに子どもたちの夢を掲示
しています。「福祉の仕事につきたい。人に優しくし、
自分からたくさんの人とふれあいたい」など書かれて
います。書かれている内容を話題にして、友達や先生
との話が弾みます。
　校長室には、夢先案内所を開設しました。夢先案内
所のポストに「自分の夢、どうしたら叶うと思うか」
を子どもたちが投函し、校長が調べて、昼休みに投函
した子どもたちに説明するというものです。60 枚以
上の投函があり、うれしい悲鳴を上げているところで
す。また、毎年校区でいろいろな仕事をされている皆
さんを講師として招く「夢プロジェクト２」を実施し
ています。本年度も 10月に旅館、商店、郵便局、病院、
消防関係の皆さんを講師に招き開催予定です。子ども
たちの夢を応援する取り組みを続けていきます。

　　　「夢」と「平小城の心」を育む平小城小学校　平小城小学校

きょうだいいっぱい楽しいよ！
三玉保育園☎ (43)6330

保育参観でつながりの輪
山鹿西保育園☎ (44)5582

２.「平小城の心」を育む
　本校は、運動会やふれあい祭りなど、地域の皆さんと
共に活動する行事がたくさんあります。本年度は特に生
活科・総合的な学習でさらにすすんで地域に関わります。
　６年生の「幸せ宅配便」では、一人暮らしの75歳以
上の皆さんの家に、子どもたちが収穫したお茶を配り、
アイデアを生かしたふれあいの時間を作っています。訪
問後「みんなのおかげで元気が出ました」など、たくさ
んの言葉をいただきました。４年生の「温泉調べ」では、
平山温泉に入浴したり、お客さんにアンケートをしたり
して、平山温泉の魅力を調べました。調べたことをパン
フレットにまとめ、温泉
協会に置いてもらってい
ます。子どもたちが地域
にすすんで関わることで
「平小城の心」を育み、地
域を元気にしていく取り
組みを続けていきます。

◦平小城小学校データ◦　池田功校長　児童数 53 人

幸せ宅配便の様子

４人きょうだいで通園しています

思い思いの作品ができました

保育園での日ごろの様子を見学
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

１歳６カ月児健診
27 年１月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

11 12 13 14 15 16 17
３〜４カ月児健診
28 年５月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
28 年１月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

すくすく学級
27 年 10 月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
25 年５月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

18 19 20 21 22 23 24
３〜４カ月児健診
28 年５月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
27 年 10 月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

25 26 27 28 29 30
７〜８カ月児健診
28 年１月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
27 年１月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
25 年５月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

９健康カレンダー
月

◦�乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦�母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
マイナンバーカードまたは通知カードと公的身分証明書（運転免許証など）、過去の
妊娠・出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記�…【山健福】山鹿健康福祉センター　�【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

● ● 秋分の日
敬老の日

　厚生労働省では毎年９月を食生活改善普及月間と定め、
啓発活動を行っています。
　本年度は「食事をおいしく、バランスよく」を基本テー
マに「毎日プラス１皿の野菜」「おいしく減塩１日マイナス
２g」への取り組みも目標となっています。

「毎日プラス１皿の野菜」
　大人は１日に 350g の野菜の摂取が必
要ですが、現在の日本人の平均摂取量は
280g といわれています。そこでもう 1
皿（70g）を加えると、350g の野菜を摂取できます。野
菜をしっかり食べると、必要なビタミンやミネラル、食物
繊維などを摂取でき、健康的な食生活に近づけます。
◦野菜70gの目安
トマト 1/2 個、モヤシ 1/3 袋、ホウレン草 1/3 把

わ

、キャ
ベツ 2 枚、ニンジン 1/2 本など

食事をおいしく、バランスよく
◦野菜をおいしく食べるコツ
◦ 新鮮な旬の野菜を使用する。
◦ 加熱するとかさが減り、味の変化も楽しめる。かさが減

ると量的に食べやすく、調理法で味にも変化が。
「おいしく減塩１日マイナス２g」
　１日の塩分摂取目標量は、男性８g 未満、女性７g 未満
ですが、平均摂取量は男性 10.9g、女性 9.2g です。（平成
26 年度国民栄養調査より）
◦減塩のポイント
◦ 新鮮で旬の食品を使用し、食品の味を生かし薄味にする。
◦ 調味料はかけるより小皿に分けて使用する。
◦ 汁物は具だくさんにし、汁の量を半分にする。
◦ かつお節、煮干し、昆布など、うま味のある食品を使う。
◦ ショウガなどの香味野菜やカレー粉などの香辛料、酢や

レモン汁など、香りや酸味をきかせて薄味にする。
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（図）腹腔鏡下手術割合

期日 受付開始時間 開始時間 場所

９月５日㈪
午前９時45分 午前 10時

山鹿健康福祉センター
午後１時15分 午後１時半

９月７日㈬
午前９時45分 午前 10時

午後１時15分 午後１時半

　年に１回じっくりと自分の健康状態と向き合って、より
よい健康づくりに役立ててください。
◦�持参品
　 集団健診を受診した人　健診当日に配布したオレンジ色

の健診結果受け取り票（結果票は説明会当日に渡します）
　個別医療機関で受診した人　健診結果票
　後期高齢者健診を受診した人　郵送した健診結果票
◦�期日など

特定健診結果説明会

※塩分測定を希望する人は、みそ汁を 50㏄程度ご持参ください。

　特定健診とは、生活習慣病を未然に防ぐための健康診査
です。医療機関で受けられる特定健診は、引き続き９月末
まで受診できます。まだ受診していない人は、ぜひ受けて
ください。

国民健康保険に加入している皆さんへ
〜特定健診の受診はお済みですか？〜

◦�対象者　山鹿市に住民票がある１〜 18 歳の人
　　　　　（高校３年生年齢相当）
◦�接種期間　10 月１日㈯〜 12 月末日
　　　　　　（医療機関の診療日のみ）
※ 詳しくは広報やまが 10 月号と市ホーム

ページでお知らせします。
※  65 歳以上の定期インフルエンザ予防接種

も同じ期間で実施します。

18 歳以下のインフルエンザ
予防接種費用を一部助成します

◦�対象者　19 歳以上の人（平成 29 年３月 31 日現在）
　検診を希望する人は健康増進課へご連絡ください。
◦�実施期間　11 月 30 日㈬まで
◦�実施医療機関　井上産婦人科医院、谷産婦人科医院、山

鹿市民医療センター、清田産婦人科医院（植木町）、黒川
産婦人科医院（菊池市）、米田産婦人科医院（菊池市）、
斎藤産婦人科医院（菊池市）
◦�持参品　子宮頸がん検診問診票、検診料金、健康保険証
◦�検診料金　75 歳未満  1,700 円、75 歳以上  600 円
※ 市民税非課税世帯と生活保護世帯は検診当日に証明書を

持参すると無料で受診できます。

子宮頸
け い

がん検診（医療機関）

【献血日】９月26日㈪
◦�熊本県鹿本地域振興局
　��9：30〜 12：00
　13：15〜 16：00

献血にご協力ください

献血とは、病気やけがで輸血を必要としている患者さん
のために、血液を提供するボランティアです。人間の生
命を維持するのに欠くことのできない血液は、まだ人工
的につくることができません。さらに血液は生きた細胞
で、長期間の保存ができません。輸血に使われる血液は、
みなさんの献血により支えられています。一人でも多く
のご協力をお願いします。
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７ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※７月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

およろこび
山　鹿
　米　田　戸川　　謙さん♥佐々木由紀さん
　　　　　立山　国寿さん♥橋本千佳子さん
　平小城　内田　浩輝さん♥眞﨑　　彩さん
　　　　　杉本　　透さん♥竹田　真子さん
　三　岳　友枝　弘章さん♥弥山　美鵬さん
　三　玉　原田　省吾さん♥中村　　幸さん
　　　　　上妻　　誠さん♥古荘　喜美さん
　大　道　大坂　和弘さん♥嶋田　志穂さん
　　　　　赤星　喬己さん♥中島由佳梨さん

鹿　北
　広　見　鹿瀬島　晃さん♥岡本　純子さん
菊　鹿
　城　北　隈部　俊介さん♥北辻　　愛さん
　　　　　矢野　　伸さん♥前田　鈴歩さん

山　鹿
　山　鹿　田木　京子さん (91)　富田　静子さん (91)
　　　　　福山　正孝さん (92)　村上ノブコさん (93)
　　　　　藤井　利秋さん (70)
　米　田　岡野マツコさん (92)
　川　辺　古賀　賢人さん (87)
　平小城　福本　文子さん (96)　杉谷　桂子さん (88)
　　　　　永田　榮二さん (68)　小川　　圓さん (87)
　三　玉　坂田フジモさん (95)　下瀬　綾子さん (93)
　　　　　吉里ミチ子さん (91)
　大　道　松川ツルヲさん (93)　富田　政弘さん (93)
鹿　北
　岳　間　大渕　義輝さん (88)

お く や み

菊　鹿
　内　田　家入　　力さん (90)　桑机　勝美さん (80)
　　　　　平嶋　隆雄さん (79)
　六　郷　東　ヒロ子さん (82)　古田　彰爾さん (49)
　　　　　原田サナエさん (86)　小澄イツ子さん (82)
　城　北　坂本　正幸さん (56)
鹿　本
　来　民　船津ツヤ子さん (84)　田中十二子さん (92)
　稲　田　森一トシ子さん (91)　津留　邦子さん (92)
　中　富　古庄　稔郎さん (85)
鹿　央
　千　田　立岡　親博さん (63)　守川　鉄朗さん (67)

う ぶ ご え
山　鹿
　山　鹿　松下　将

ま さ き

喜さん　木村　羽
わ く

玖さん
　　　　　春木　紗

せ い ら

空さん　広岡翔
し ょ う た ろ う

太郎さん
　　　　　本田　柚

ゆ ず き

希さん
　米　田　原田　妃

ひ お り

織さん　中川　未
み あ

愛さん
　八　幡　松尾　颯

は や と

大さん　中山　　栞
しおり

さん
　三　岳　中尾　璃

り く

久さん
　三　玉　池田　敬

ひ ろ や

弥さん　池田　聡
そ う ま

真さん
　大　道　野村　玲

れ い

衣さん　三宅　陽
は る と

大さん
　　　　　鍋島　未

み す ず

涼さん　宮島　拓
た く み

己さん
　　　　　吉岡　小

さ は

晴さん

鹿　北
　広　見　田中　彩

あ や み

海さん
菊　鹿
　六　郷　丸山　裕

ゆ う き

喜さん　眞弓　愛
あ い り

麗さん
　城　北　小牧飛

と う ま

生真さん
鹿　本
　来　民　木村　颯

そ う た

太さん
　稲　田　富田　晴

せ い た

太さん
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入札結果の報告（７月分）
※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問財務課監理契約室　☎ (43)1118

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

7/5 山鹿市エネルギー回収型廃棄物処理施設建設地造成
工事 石地内 古城・虎口建設

工事共同企業体 111,402,000

7/5 平成 28年度桜町名塚線上水道配水管更新工事 下吉田地内 南九州マルヰ㈱
熊本北支店 24,483,600

7/5 平成 28年度馬見塚村中線上水道配水管更新工事 方保田地内 ㈲有働設備 26,352,000

7/5 米野岳中学校校区統合小学校電気設備改修工事 南島地内 ㈲サンテック 43,724,340

7/5 米野岳中学校校区統合小学校機械設備改修工事 南島地内 イズミ住設工業 56,808,000

7/5 山鹿中学校屋内運動場非構造部材改修工事 山鹿地内 ㈱富田住建 51,948,000

7/5 米野岳中学校屋内運動場非構造部材改修工事 鹿央町岩原地内 ㈱エスケーホーム 41,698,800

7/5 旧川辺小校舎等解体整備工事 鍋田地内 ㈱高喜工業 45,241,200

7/20 カルチャースポーツセンター造成工事 熊入町地内
フチガミ・元田・
山榮建設工事共同
企業体

94,716,000

7/20 奥永１号線舗装工事 鹿央町千田地内 ㈱岩下建設 9,106,560

　山鹿市では「健康のはじめの一歩は歩きから」「歩くたび新たな発見 ! 心もからだもリフレッシュ」をキャッ
チフレーズに、日常生活の中にウォーキングを取り入れることをおすすめしています。今月号は、友達や家
族など一緒に歩く人がいることで、ウォーキングを継続できている皆さんを紹介します。
①ウォーキング歴 / 内容　②始めたきっかけ　③体調などの変化　④工夫していること

①３年 / 菊池川沿いを毎日 40 分②友
人が歩いていて、一緒に行くように
なった③体重が５〜６㎏減った、気
分転換になりさらに明るくなった④
毎日歩く、早歩きをする

①４〜５年（通算 10 年）/ 菊池川沿
いを毎日 40 分②犬の散歩③病気をし
ない、リフレッシュになる④毎日歩
く、早歩きをする

♥ＣさんとＤさんはウォーキング仲間

さらに明るくなりました

問い合わせ先…健康増進課　☎ (43)0050

①１カ月 / 夕方に 30 分、週３日以上
を目標にしている②人間ドックで糖
負荷検査ができなかったのがショッ
クだった③変化はこれからかな？３
カ月後の検査が楽しみ④一人では続
かないので、妻と一緒に歩く

体の変化が楽しみ

①３〜４年 / 昼休みに 30 分、週２〜
３日②人間ドックで血糖値が高く糖
負荷検査ができなかった③ H

ヘモグロビンエイワンシー

bA1c ※

の数値が 6.5 から 6.2 に、体重が減っ
た④歩くコースは大宮神社の日陰を
３周、職場の仲間と歩いている

ビールは糖質０のものを

※ 糖尿病の診断基準や治療のための判断をする血
液検査の一つで、過去１〜２カ月間の平均血糖を
反映する指標

友達と一緒に歩きます

山鹿市民歩こう運動

70 代女性 60 代女性

50 代男性50 代男性
Ａさん

Ｃさん♥ Ｄさん♥

Ｂさん
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今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
国
民
健
康
保
険
税
（
第
４
期
）

◦�
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
３
期
）

◦�

納
期
限　
９
月
30
日
㈮

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
（
平
日
）　
９
月
28
日
㈬
〜
30
日
㈮

　
午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
９
月
25
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※ 

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係
　
　
　
☎（
43
）１
１
４
４

　
山
鹿
市
内
に
居
住
す
る
原
則
と
し
て
60
歳

以
上
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
人
は
誰

で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

　
新
入
会
員
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

入
会
を
希
望
す
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
説
明
会
日
程

◦
時
間　
午
前
10
時

◦ 

場
所　
（
公
社
）
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）１
８
５
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
説
明
会
日
程

お知
せら10

月

12
日
㈬

26
日
㈬

11
月

９
日
㈬

22
日
㈫

12
月

７
日
㈬

21
日
㈬

１
月

11
日
㈬

25
日
㈬

２
月

８
日
㈬

22
日
㈬

３
月

８
日
㈬

22
日
㈬

　
書
類
や
事
実
関
係
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
な
ど
、
相
談
内
容
に
よ
り
電
話
な
ど
で
の

回
答
が
難
し
い
場
合
は
、
事
前
に
相
談
日
時

を
予
約
い
た
だ
き
、
所
轄
の
税
務
署
で
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
予
約
の
と
き
は
、名
前
・

住
所
・
相
談
内
容
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

　
な
お
、
税
金
の
納
付
相
談
の
場
合
は
、
事

前
予
約
は
不
要
で
す
。

問
山
鹿
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎（
44
）２
１
８
１

税
務
署
で
の
相
談
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す

お知
せら

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
は
、
75
歳
以
上

（
満
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
）
の
人
の
ほ
か
に
、

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
人
で
、
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
は
任
意
で
、

一
度
認
定
を
受
け
て
も
、
い
つ
で
も
撤
回
し

他
の
健
康
保
険
に
移
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に
夕

食
を
届
け
、
食
生
活
の
改
善
と
健
康
増
進
、

安
否
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
10
月
１
日

㈯
か
ら
対
象
者
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
」
へ

も
広
げ
ま
す
。

◦�

対
象
者
　
市
内
に
住
所
が
あ
り
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
で
、
宅
配

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

◦�

内
容

　
◦�

宅
配
料
を
公
費
で
負
担
（
食
費
は
自
己

負
担
。一
食
５
０
０
〜
８
０
０
円
程
度
）

　
◦�

宅
配
は
月
〜
土
曜
日（
年
末
年
始
除
く
）

　
◦
一
週
間
の
宅
配
数
は
６
食
以
内

※�

宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
す
る
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
の
あ
る
人
へ
夕
食
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す

お知
せら

　
山
鹿
市
地
域
職
業
相
談
室
を
、
９
月
12
日

㈪
か
ら
熊
本
県
鹿
本
総
合
庁
舎
（
鹿
本
地
域

振
興
局
）
に
移
転
し
ま
す
。

【
移
転
先
】

　
〒
８
６
１
︲
０
５
０
１

　�

山
鹿
市
山
鹿
１
０
２
６
番
地
３

　
熊
本
県
鹿
本
総
合
庁
舎
１
階

　
☎（
43
）１
７
２
４
　
　（
42
）８
８
７
１

問
山
鹿
市
地
域
職
業
相
談
室☎（

43
）１
７
２
４

山
鹿
市
地
域
職
業
相
談
室
を

９
月
12
日
か
ら
移
転
し
ま
す

お知
せら

N

65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
人
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
で
き
ま
す

お知
せら

◦�

試
験
日
　
12
月
11
日
㈰

◦�

場
所　
公
立
大
学
法
人
熊
本
県
立
大
学

◦�

受
験
資
格
　
中
学
校
卒
業
程
度
で
飲
食
店

や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
の
調
理
業

平
成
28
年
度
調
理
師
試
験

お知
せら

問【
障
が
い
者
】福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎（
43
）０
０
５
２

　�【
高
齢
者
】長
寿
支
援
課
介
護
サ
ー
ビ
ス
係

☎（
43
）１
１
８
０

　
加
入
を
希
望
す
る
人
は
、
現
在
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
加
入
し
た
場
合
の
、
保
険
料
や
医
療
機
関

で
の
負
担
割
合
な
ど
を
比
較
し
た
上
で
、
加

入
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。
詳
し
く
は
国
保
年
金
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦�

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
と
は

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
を
持
つ

人
、
４
級
の
一
部
の
人

◦�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２
級

を
持
つ
人

◦
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
を
持
つ
人

◦�
障
害
基
礎
年
金
１
級
・
２
級
の
年
金
証
書

を
持
つ
人
な
ど

問
国
保
年
金
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
５
７
６

務
に
従
事
し
た
経
験
が
あ
る
人

◦�

願
書
配
布
場
所　
８
月
下
旬
か
ら
各
保
健

所
、
県
健
康
づ
く
り
推
進
課
な
ど
で
配
付

◦�

受
付
期
間　
９
月
26
日
㈪
〜
30
日
㈮

◦�

提
出
先
　
県
内
の
保
健
所

問
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２
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現
在
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
地
区
で
は
、
や
ま
が
メ
イ
ト
へ

の
移
行
の
推
進
の
た
め
、
行
政
区
ご
と
に
説

明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
説

明
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
や
登
録
の
方

法
が
わ
か
ら
な
い
人
を
対
象
に
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
鹿
央
地
区
　
９
月
４
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦�

場
所
　
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
階
文
化
ホ
ー
ル

※�

参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
。
都

合
の
い
い
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

鹿
北
・
菊
鹿
地
区
は
10
月
以
降
に
開
催
予

定
で
す
。

問
総
務
課
情
報
管
理
室
　
☎（
43
）１
１
１
７

オ
フ
ト
ー
ク
利
用
地
区
対
象

や
ま
が
メ
イ
ト
相
談
会

お知
せら

◦�

試
験
日
時
　
11
月
13
日
㈰

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
半
〜
11
時
半

◦�

試
験
会
場
　
熊
本
学
園
大
学

◦�

受
付
期
間
　
9
月
５
日
㈪
〜
30
日
㈮

◦�

申
し
込
み
方
法
　
願
書
を
（
公
財
）
熊
本

市
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
公
社
へ
持
参
ま
た

は
郵
送
で
提
出
（
持
参
の
場
合
は
平
日
の

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
。
郵
送
の
場
合

は
９
月
30
日
㈮
消
印
有
効
）

◦�

費
用
　
５
千
円

　
試
験
案
内
は
9
月
1
日
㈭
か
ら
山
鹿
市
役

所
下
水
道
課
で
配
布
し
ま
す
。
希
望
者
に
は

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
試
験

お知
せら

　
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
岡
本
耕こ

う
へ
い平

さ

ん
が
、
就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
教
え

ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
９
月
20
日
㈫
午
後
２
時
半
〜
４
時

◦�
場
所
　
山
鹿
市
役
所
１
階
会
議
室

◦�
対
象
者　
お
お
む
ね
15
歳
〜
39
歳
の
若
者

や
そ
の
家
族

◦�

内
容
　
就
職
状
況
ト
レ
ン
ド
、働
き
方
と

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
、自
分
に
合
っ
た
求
人
の

見
つ
け
方
、就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

　
問�

た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
６
８（
74
）０
０
０
７

　
Ｅ
メ
ー
ル
：tam

anasapo@
yahoo.co.jp

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら

学
ぶ
就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

お知
せら

　
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
山
鹿
会
場
】

◦�

日
時　
９
月
２
日
㈮

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所
　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
菊
鹿
会
場
】

◦�

日
時　
９
月
７
日
㈬

特
設
人
権
相
談
所

相談

　
こ
の
試
験
に
合
格
す
る
と
、専
門
調
理
師
・

調
理
技
能
士
の
称
号
が
与
え
ら
れ
、
調
理
師

学
校
の
教
員
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

◦ 

実
施
調
理
作
業
　
日
本
料
理
、西
洋
料
理
、

麺
料
理

◦ 

申
込
期
限
　
10
月
５
日
㈬

◦ 

試
験
日
　
実
技�

１
月
14
日
㈯
〜
２
月
10

日
㈮
で
指
定
す
る
日
、
学
科�

１
月
15
日
㈰

※�

試
験
場
所
や
受
験
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は

調
理
技
術
技
能
評
価
試
験

お知
せら

　
相
続
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

◦�

日
時　
10
月
２
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所　
熊
本
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

　�（
熊
本
市
中
央
区
大
江
３
丁
目
１
番
53
号

熊
本
第
二
合
同
庁
舎
）

◦�

相
談
内
容　
相
続
・
遺
言
、
不
動
産
登
記
、

戸
籍
、
供
託
、
人
権
に
関
す
る
こ
と
な
ど

◦�

相
談
員　
法
務
局
職
員
、公
証
人
、司
法
書

士
、土
地
家
屋
調
査
士
、人
権
擁
護
委
員

※�

事
前
予
約
な
し
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す

が
、
事
前
予
約
が
優
先
で
す
。

問�

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
６

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

相談

　
山
鹿
を
訪
れ
る
お
客
さ
ま
に
郷
土
の
歴
史

と
文
化
を
案
内
す
る
、
市
民
の
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
で
す
。
私
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
　
10
月
６
日
㈭
・
７
日
㈮

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
半

◦�

場
所
　
さ
く
ら
湯
・
山
鹿
灯
籠
民
芸
館
・

八
千
代
座
・
博
物
館
・
古
墳
な
ど

◦�

募
集
人
員
　
10
人

◦�

申
込
期
限
　
９
月
30
日
㈮

※�

詳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
受
け
付
け
後

郵
送
し
ま
す
。

　
問
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社☎（

43
）０
１
１
１

旅
先
案
内
人
養
成
講
座

募集
申

講
習
会
（
有
料
）
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問（
公
財
）熊
本
市
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
公
社

☎
０
９
６（
２
８
８
）７
３
６
２

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

（
公
社
）
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

☎
03（
３
６
６
７
）１
８
６
７

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所
　
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー

【
鹿
北
会
場
】

◦�

日
時　
９
月
16
日
㈮

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所
　
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

問�

法
務
局
山
鹿
支
局
　
　
☎（
44
）２
４
１
１

　
人
権
政
策
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
９
９

申
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◦�

業
務
内
容　
一
般
廃
棄
物
処
理
実
績
な
ど

の
デ
ー
タ
入
力
、
財
務
・
会
計
伝
票
な
ど

の
整
理
、
そ
の
他
関
係
す
る
必
要
な
業
務

◦�

応
募
資
格
　
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
な
ど
）
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る

人
、
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

◦�

任
用
期
間
　
10
月
１
日
㈯
か
ら
（
更
新
で

平
成
29
年
９
月
30
日
㈯
ま
で
）

◦�

勤
務
場
所
　
山
鹿
植
木
広
域
行
政
事
務
組

合
事
務
局
（
山
鹿
消
防
署
２
階
）

◦�

勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

◦�

賃
金
　
５
７
０
０
円
（
日
給
）

山
鹿
植
木
広
域
行
政
事
務
組
合

臨
時
職
員
（
一
般
事
務
）
募
集

募集

　「
子
育
て
が
落
ち
着
い
た
か
ら
そ
ろ
そ
ろ

仕
事
を
し
た
い
」「
で
も
、
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

　
そ
ん
な
お
母
さ
ん
の
た
め
に
、
就
労
へ
の

不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
講
座
を
開
講
し
ま

す
。無
料
託
児
も
あ
り
ま
す（
要
申
し
込
み
）。

◦�

日
時　
９
月
15
日
㈭
・
23
日
㈮
・
29
日
㈭
、

10
月
５
日
㈬
・
12
日
㈬
・
20
日
㈭（
全
６
回
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

◦�

場
所
　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦�

対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
て
就
労
を
希
望

す
る
子
育
て
中
の
母
親

◦�

定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

◦�
内
容
　
自
己
分
析
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
向
上
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど

◦�
受
講
料
　
無
料

◦�

申
込
期
限
　
９
月
９
日
㈮

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
問
人
権
政
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　
　
　
　
☎（
43
）１
１
９
９

マ
マ
の
た
め
の

自
分
力
ア
ッ
プ
講
座

募集

　
第
６
期
山
鹿
市
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
平
成
28
年
度
に
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
（
地
域
の
高
齢
者
が
在

宅
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
施

設
）
お
よ
び
地
域
の
高
齢
者
や
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
拠
点
と
な
る
介
護
予
防
拠

点
を
生
活
圏
域
ご
と
に
整
備
す
る
た
め
、
基

盤
整
備
事
業
を
実
施
す
る
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

◦�

募
集
箇
所
　
山
鹿
市
全
域
が
対
象
で
す

が
、
現
在
当
該
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
小
学
校
区
を
優
先
し
て
選
定
し
ま
す
。

　
・�

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
　

１
カ
所
（
す
で
に
整
備
済
み
の
小
学
校

区
を
除
く
）

　
・�

介
護
予
防
拠
点
　
１
カ
所
（
鹿
央
・
米

田
圏
域
、
菊
鹿
圏
域
を
優
先
し
て
選
定
）

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
お
よ
び
介
護
予
防
拠
点
の
基
盤

整
備
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

募集

　
調
理
能
力
の
向
上
や
手
指
の
訓
練
に
よ

り
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
料
理
・
手
芸
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

◦�

日
程
　
10
月
22
日
㈯
、
11
月
19
日
㈯
、
12

月
17
日
㈯
、
1
月
21
日
㈯

　【
料
理
教
室
】
午
前
10
時
〜
正
午

　【
手
芸
教
室
】
午
後
１
時
〜
３
時

◦�

場
所
　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦�

対
象
者
　
視
覚
障
が
い
者
※
全
４
回
、
す

べ
て
に
参
加
で
き
る
人

◦�

定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

◦�

参
加
費
　
４
回
で
１
２
０
０
円（
材
料
代
）

◦�

申
込
期
限
　
９
月
30
日
㈮

　
問
福
祉
課
　
　
　
　
　
☎（
43
）０
０
５
２

視
覚
障
が
い
者
対
象

料
理
・
手
芸
教
室

募集

◦�

募
集
人
員
　
１
人

◦�

募
集
期
限　
９
月
20
日
㈫

◦�

申
し
込
み
方
法
　
写
真
を
貼
り
付
け
た
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
山
鹿
植
木

広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
に
持
参
す
る

か
郵
送
（
持
参
の
場
合
は
平
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
。
郵
送
の
場
合
は
９
月
20

日
㈫
午
後
５
時
ま
で
に
必
着
）

　【
住
所
】
〒
８
６
１
︲
０
５
３
５

　
　
　
　
山
鹿
市
南
島
１
２
７
０
番
地
１

　
　
　
　
山
鹿
消
防
署
２
階

問
山
鹿
植
木
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

☎（
43
）１
１
９
５

◦�

募
集
要
件
　
原
則
と
し
て
、
山
鹿
市
内
で

介
護
保
険
事
業
ま
た
は
医
療
・
福
祉
事
業

な
ど
の
運
営
の
実
績
・
経
験
の
あ
る
法
人

で
、
関
係
事
業
者
と
の
連
携
や
人
材
の
確

保
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
に
工
事
を
完
了
で
き
る
こ
と
。

◦�

募
集
期
限
　
９
月
30
日
㈮

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
支
援
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
８
０

申

申

こ
の
枠
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　
「
広
報
や
ま
が
」
で
は
有
料
広
告

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
内
容
▼
市
民
生
活
に
関
連
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
次
の
ど
れ
に
も

該
当
し
な
い
も
の

① 

政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
意
見

広
告
お
よ
び
個
人
の
宣
伝
に
係

る
も
の

②
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

③ 

そ
の
他
広
告
と
し
て
適
当
で
な

い
と
市
長
が
認
め
る
も
の

掲
載
枠
▼
１
枠
縦
49
㎜
×
横
177
㎜

※
毎
号
案
内
版
の
最
下
段
（
６
枠
）

申
し
込
み
方
法
▼
申
込
書
に
広
告

の
原
稿
を
添
え
て
、
掲
載
希
望
号

の
1
カ
月
前
ま
で
に
提
出
。
市
の

審
査
後
、
掲
載
可
否
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

掲
載
料
▼
１
万
５
千
円
（
1
枠
・

1
回
）

※ 

申
込
数
が
多
い
場
合
は
、
希
望

の
号
に
掲
載
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※ 

市
ホ
ー
ム
ペー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
秘
書
企
画
課
☎（
43
）１
１
１
０

広

募
告

集
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職
場
で
あ
な
た
の
力
が
存
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
に
、
不
安
解
消
や
効
果
的
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◦�

日
時　
10
月
18
月
㈫
・
27
日
㈭
、
11
月
11

日
㈮
・
24
日
㈭
（
全
４
回
）

　
午
後
３
時
〜
５
時
半

◦�

場
所
　
山
鹿
市
役
所
会
議
室

◦�

対
象
　
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
か
住
ん
で

い
る
女
性

◦�

定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

◦�

内
容
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向

上
、
課
題
発
見
能
力
向
上
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
向
上
、
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

◦�

受
講
料
　
無
料

◦�

申
込
期
限
　
10
月
７
日
㈮

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
問
人
権
政
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　
　
　
　
☎（
43
）１
１
９
９

働
く
女
性
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

募集

９月18日日月 日日
場所　あんずの丘
　　　矢谷渓谷（トレイルランのみ）

内容　トレッキング /クライミング体験
　　　キタクマ物産展 /熊本復興市場
　　　キタクマ・ヤッホートレイル

県北の４市町で、アウトドアイベントをリレー形式で初開催します。

キタクマ
×

アウトドアフェス

山鹿市イベント

他市町イベント

和水町
９月19日㈷
江田船山古墳公園

玉名市 菊池市
10月１日㈯
鍋松原海水浴場

10月２日㈰
四季の里旭志

主催：熊本県北観光協議会　問：商工観光課☎(43)1579
イベント情報など詳しくは　http://kitakuma-outdoor-fes.com/

　
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
就
職
の
促

進
や
雇
用
の
継
続
の
た
め
、
県
内
の
各
委
託

事
業
所
で
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦�

科
目　
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
実
践
科

◦�

内
容　
簿
記
、
電
子
会
計
の
知
識
、
パ
ソ

コ
ン
で
の
文
書
や
帳
票
の
作
成
、
集
計
や

分
析
の
実
践
ス
キ
ル
を
習
得
。

障
が
い
者
委
託
訓
練

募集

◦�

日
時　
９
月
10
日
㈯
　
午
前
９
時
50
分
受

け
付
け
、
10
時
45
分
開
会

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦�

表
彰
対
象
者　
88
歳
到
達
者
、
金
婚
夫
婦

※�

出
席
者
は
、
事
前
に
送
付
し
た
案
内
通
知

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問�

長
寿
支
援
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
８
０

敬
老
表
彰
式
典
を
開
催
し
ま
す

催し

　
心
身
障
が
い
者
（
児
）
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
す
。
皆
さ
ん
の
応
援

山
鹿
市
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク

第
12
回
大
会

催し
◦�

受
講
で
き
る
障
が
い
区
分　
身
体
障
が
い

の
う
ち
上
肢
・
下
肢
・
内
部
障
が
い
、
精

神
障
が
い
、
難
病

◦�

訓
練
期
間　
11
月
１
日
㈫
〜
１
月
31
日
㈫

◦�

場
所　
㈲
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

◦�

経
費　
９
５
０
０
円
程
度（
テ
キ
ス
ト
代
）

◦�

募
集
期
限　
９
月
30
日
㈮

問�

県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時
　
10
月
１
日
㈯
　
午
前
９
時

◦�

場
所
　
山
鹿
市
総
合
体
育
館

問�

福
祉
課
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）０
０
５
２

申

〈�

有
料
広
告�

〉 ㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）
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〈�

有
料
広
告�

〉

森の中の芝生広場にバーベキューがオープン！
　安心安全でおいしい食材を、大自然のなかでお腹いっぱいに！
　BBQの食材・キットやタープテントなどフルセット完備。
　さらに施設内の入浴券付き！身軽に一日お楽しみいただけます。　※２名様より要予約
café＆Bar「そよかぜテラス」「ほしぞらテラス」オープン
　オリジナルドリンク、コーヒー、生ビール、オリジナルカクテル、人気のジャーカクテル
　などを、心地よい風が抜ける「そよかぜテラス」や満天の星空が見える「ほしぞらテラス」
　でお楽しみいただけます。
グランピング 九州初上陸！　GRAND OPEN
　宿泊施設のサービスを完備したグラマラスなキャンプ「グランピング」。
　自分たちでテントを張る必要もなく、贅沢なキャンプを楽しむことができる
　今新しいアウトドアレジャーのスタイルとして注目の「グランピング」を
　この夏、熊本の癒しの森でも楽しむことができます！

詳しくは 癒やしの森ゆ～かむ で 検索
山鹿市鹿北町椎持５ｰ２
℡　0968ｰ42ｰ5100

◦�

日
時
　
10
月
８
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

◦�

場
所　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

参
加
費　
５
５
０
円

◦�

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

※�

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
期
間

９
月
１
日
㈭
〜
（
月
曜
日
休
館
）

　
問�

県
立
装
飾
古
墳
館
　
☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館

赤
米
体
験
教
室
②　
収
穫
祭

催し

◦�

日
時
　
９
月
10
日
㈯
　
午
後
１
時
半

◦�

テ
ー
マ
・
講
師
　

　�

①�

「
装
飾
古
墳
を
見
つ
め
た
人
々
」
を

古
墳
館
集
中
講
座

催し

◦�

日
時　
９
月
６
日
㈫

　
　
　
　
午
後
０
時
15
分
〜
０
時
50
分

◦�

場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

催し

　
市
内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
・
就
労
移
行
支
援

事
業
所
）
を
紹
介
す
る
催
し
で
す
。

◦�

日
時　
９
月
15
日
㈭
　
午
後
２
時
〜
５
時

◦�

場
所　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー（
ひ
だ
ま
り
）

◦�

内
容　
事
業
所
の
仕
事
内
容
紹
介
、
作
業

風
景
の
写
真
や
商
品
な
ど
の
展
示
、
各
事

業
所
職
員
が
質
問
や
相
談
に
対
応

※�

参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
。

問�

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
☎（
43
）０
０
５
２

障
が
い
の
あ
る
人
の
就
労
支
援

「
お
仕
事
フ
ェ
ア
わ
〜
く
わ
〜
く
」

催し

◦�

日
時　
９
月
24
日
㈯
　
午
後
２
時

◦�

場
所　
山
鹿
市
立
博
物
館
研
修
室

◦�

演
題　
「
千
代
の
園
の
酒
づ
く
り
」

◦�

講
師　
千
代
の
園
酒
造
株
式
会
社
社
長

　
　
　
　
本
田
雅ま

さ
は
る晴
さ
ん

◦�
参
加
費　
無
料

　
問�
山
鹿
市
立
博
物
館
　
☎（
43
）１
１
４
５

夏
季
企
画
「
山
鹿
の
酒
づ
く
り

と
米
」
展　
記
念
講
演
会

催し
　
国
内
外
に
優
れ
た
業
績
を
残
し
、
世
界
に

誇
れ
る
「
山
鹿
の
偉
人
」
た
ち
を
、
パ
ネ
ル

で
紹
介
し
ま
す
。

◦�

期
間　
９
月
17
日
㈯
〜
26
日
㈪

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦�

場
所　
八
千
代
座
交
流
施
設

◦�

見
学
料　
無
料

問�

山
鹿
市
立
博
物
館
　
　
☎（
43
）１
１
４
５

移
動
博
物
館

「
山
鹿
の
偉
人
」
パ
ネ
ル
展

催し

　
市
民
相
互
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
、
全
市
民
を
対
象
に
人
権
の

ま
ち
づ
く
り
地
域
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　
９
月
23
日
㈮
　
午
後
７
時

◦�

場
所　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

テ
ー
マ　
障
が
い
者
の
人
権

◦�

講
師　
山
鹿
市
長
寿
支
援
課
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
　
山
下
力つ

と
む

さ
ん

問�

山
鹿
市
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
人
権
政
策
課
）　
　
　
☎（
43
）１
１
９
９

山
鹿
市
人
権
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
講
演
会

催し

夏季企画
「山鹿の酒づくりと米」展
開催中！

期間　10月 10日㈷まで

辿た
ど

っ
て

　
　
県
立
装
飾
古
墳
館
館
長
　
木
﨑
康や

す
ひ
ろ弘
さ
ん

　�

②�

「
上
益
城
郡
六ろ

っ

嘉か

村
大
字
井
寺
古
墳
」

を
辿
っ
て

　
　
嘉
島
町
教
育
委
員
会
　
橋
口
剛つ

よ

士し

さ
ん

◦�

日
時
　
９
月
17
日
㈯
　
午
後
１
時
半

◦�

テ
ー
マ
・
講
師
　

　�

③�

「
飽ほ

う
た
く託

郡
小お

島し
ま

町
千せ

金ご
ん

甲こ
う

高
城
山
古
墳

群
」
を
辿た

ど

っ
て

　
　
熊
本
市
役
所
　
林
田
和か

ず

人と

さ
ん

　�

④�

「
宇
土
郡
不
知
火
村
古
墳
」
を
辿
っ
て

　
　
宇
城
市
教
育
委
員
会
　
神
川
め
ぐ
み
さ
ん

◦�
場
所　
県
立
装
飾
古
墳
館
集
団
学
習
室

◦�
受
講
料　
無
料

　
問�
県
立
装
飾
古
墳
館
　
☎（
36
）２
１
５
１

◦�

内
容　
「
箏こ

と

の
し
ら
べ
」

◦�

出
演　
こ
と
チ
ェ
ル
ト（
小
路
永
こ
ず
え
、

小
路
永
和か

ず

奈な

）

◦�

入
場
料　
無
料

問�

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
　
☎（
43
）１
０
８
１

申申

申
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開催日 行　事　名 時間 料金

３日㈯ 熊本地震復興支援企画シリーズ
コスナビ　コスプレ撮影会 日中 有料

４日㈰ 第３回�山鹿おもてなし子ども祭り 午後 無料

６日㈫ ワールド航空サービス�八千代座貸切
自主公演　清和文楽・灯籠踊り等 午後 有料

11日㈰
テアトロ・ラッフィナートプレゼンツ

復興音楽プロジェクト
〜がんばれ熊本音楽会

午後 有料

17日㈯ 熊本地震支援　八千代座シャンソン
チャリティーコンサート 午後

無料
※�募金受
け付け

18 日㈰ 2016 カラオケフェスティバル
歌の祭典 日中 無料

22日㈷ 一ノ瀬たけし10周年記念コンサート 日中 有料

25日㈰ ライブハウス�かみひこうき
第 13回八千代座 Live 日中 有料

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。な
お、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、八千代
座までどうぞ　問☎ (44)4004

９月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　�９月１日㈭・５日㈪・８日㈭・12日㈪・13 日㈫・15 日㈭・

20 日㈫・26 日㈪・27 日㈫・29 日㈭
時間　１日２回（11：00・14：00）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

９
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

９
月
21
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）

　
肥
後
古
代
の
森
地
区
の
博
物
館
や
イ
ベ
ン

ト
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
豪
華
賞
品
を
当
て

よ
う
！

◦�

期
間　
９
月
１
日
㈭
〜
11
月
27
日
㈰

◦�

ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

　【
常
設
場
所
】（
休
館
日
を
除
く
）

　�

山
鹿
市
立
博
物
館
、鞠き

く

智ち

城
温
故
創
生
館
、

県
立
装
飾
古
墳
館
、わ
い
ふ一
番
館
（
菊
池

市
）、和
水
町
歴
史
民
俗
資
料
館（
和
水
町
）

　【
イ
ベ
ン
ト
時
設
置
場
所
】

古
代
へ
の
旅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

２
０
１
６

催し

◦�

日
時
　
９
月
19
日
㈷
（
敬
老
の
日
）

　
　
　
　
午
前
６
時
〜
午
前
０
時

お
じ
い
ち
ゃ
ん 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
さ
く
ら
湯
に
入
ろ
う

催し
　�

10
月
15
日
㈯
し
い
の
み
コ
ン
サ
ー
ト
、
10

月
23
日
㈰
鞠
智
城
の
日
、
10
月
30
日
㈰
横

山
古
墳
、
11
月
27
日
㈰
鍋
田
横
穴
群

　

応
募
方
法
な
ど
は
各
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

に
あ
る
応
募
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

肥
後
古
代
の
森
協
議
会
事
務
局
（
県
立
装

飾
古
墳
館
内
）　
　
　
☎（
36
）２
１
５
１

◦�

場
所
　
さ
く
ら
湯

◦�

内
容
　
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
入
浴
す
る
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
入
浴
料

無
料
で
す
。
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、背
中
を
流
し
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
。

問�

さ
く
ら
湯
　
　
　
　
　
☎（
43
）３
３
２
６

〈�

有
料
広
告�

〉

お気軽にお問い合わせください。見積無料 !! 少量OK

㈲クリーン健康社 ☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2（ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内）一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第1565号

産業廃棄物収集運搬業第04300073046号
一般廃棄物処分業山鹿市指令第1566号
産業廃棄物処分業第04320073046号

Patioさん（鹿本町御宇田345－1国道 325号線
沿い）に設置しています。どなたでもご自由に
お入れください。

古紙回収ボックス設置 !!
○自分だけでは粗大ごみを出せない…
○家、部屋を整理したいが、不用品が多すぎて
　どうしたらいいか…などなど

ごみ処理何でもお任せ !!

在庫状況はお問い合わせください。
堆肥無料で差し上げます !!
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仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①薬剤師　30 万円
②准看護師（日勤のみ）
　15 万２千円〜
③介護支援専門員
　16万 6,800 円〜
④会計事務　15 万５千円〜
⑤医療事務　13 万３千円〜
⑥営業事務員　13 万９千円〜
⑦保育士　16 万 3,045 円〜
⑧精肉係　17 万９千円〜
⑨営業職　14 万円〜
⑩調理職員　12 万 3,200 円
⑪ 貸切バス運転手　18万円〜
⑫ 食鶏出荷業務　19 万 3,500 円
⑬ 土木作業員　19万８千円〜
Yパート
①看護師・准看護師　時給千円〜
②歯科衛生士　時給 900 円〜
③衣料品の販売　時給 890 円
④店内販売・品出し業務
　時給 710 円
⑤惣菜スタッフ　時給 720 円
⑥接客および調理　時給 850 円
⑦ 送迎および配食　時給 750 円
⑧ 駐車場の巡回警備　時給 875 円
※�詳細はご来室・ご相談ください。
すでに採用済みの場合もあります。
問�山鹿市地域職業相談室☎(43)1724

税務相談
◦日時　９月８日㈭
　　　　午後 1時半〜 4時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

年金出張相談
◦ 日時　９月７日㈬・14日㈬・
　　　　21日㈬・28 日㈬
　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持ってくるもの　
　身分証明書、代理の場合は委任状
　※要予約
問国保年金課　☎ (43)1576

精神保健相談
　精神保健指定医に相談できます。
◦日時　９月８日㈭※要予約
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ (44)4121

障がい者・児相談
◦日時　９月７日㈬・14日㈬・
　　　　21日㈬・28 日㈬
　　　　午前９時〜 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問福祉課障がい福祉係☎ (43)0052

認知症に関する相談
◦日時　９月 14日㈬・28 日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談
◦日時　９月13日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談　午前 10時〜正午

【山鹿】
　①一般相談　９月９日㈮
　② 司法書士相談（登記関係）
　　９月 23日㈮※要予約
　③法律相談　９月30日㈮※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134
【鹿北】
　①一般相談　９月８日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696
【菊鹿】
　①一般相談　９月７日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060
【鹿本】
　①一般相談　９月６日㈫
　②法律相談　９月27日㈫※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206
【鹿央】
　①一般相談　９月５日㈪
　② 司法書士相談（成年後見・多重

債務・登記関係）
　　９月 26日㈪※要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811

問社会福祉協議会本所��☎ (43)1134

アルコール依存症相談
◦日時　９月 28日㈬
　　　　午後３時〜５時
　　　　（毎月第４水曜日）
◦場所　鹿本市民センター（ひだまり）
◦主催　断酒友の会
問福祉課障がい福祉係☎ (43)0052

定例相談
相談は無料で、秘密は固く守ります。

〈�

有
料
広
告�

〉
☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎修理随時受付中　

◎午前 9時～午後 6時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

９
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

４日㈰ 横手医院 /まえはら泌尿器科クリニック 山鹿岩下薬局

11日㈰ 吉里医院 /きくか松岡クリニック 鹿校通薬局 /きらきら薬局 /まつ薬局 /山鹿岩下薬局

18日㈰ 山鹿中央病院 山鹿岩下薬局

19日㈷ 徳永循環器科内科医院 /かもと整形外科医院 ベル薬局 /まつ薬局 /山鹿岩下薬局

22日㈷ 中川医院 /小林医院 まつ薬局 /山鹿岩下薬局

25日㈰ 桑木内科 /やまがクリニック こじか薬局 /山鹿岩下薬局

　第 41 回日本ハンドボールリーグが開幕します。オムロンは初戦の
９月 10 日㈯、山鹿市総合体育館で HC 名古屋と対戦します。市民の
皆さんの応援をお願いします。優勝目指して、がんばれオムロン！

　　　　　　一般 1,000 円
　　　　　中高生　 500 円

９月 10 日㈯
　山鹿市総合体育館
　16：00 〜　オムロン 対 HC 名古屋
　18：00 〜　（男子）大崎電気 対 湧水製薬

１月９日㈷ 　水俣市立総合体育館
　14：00 〜　オムロン 対 飛騨高山ブラックブルズ岐阜

１月 14 日㈯ 　山鹿市鹿本体育館
　14：00 〜　オムロン 対 三重バイオレットアイリス

１月 21 日㈯
　山鹿市総合体育館 ※テレビ中継
　13：55 〜　オムロン 対 ソニーセミコンダクタ
　　　　　　　　　　　　  マニュファクチャリング

１月 28 日㈯ 　人吉スポーツパレス
　14：00 〜　オムロン 対 HC 名古屋

２月 18 日㈯ 　天草市民センター
　12：00 〜　オムロン 対 北國銀行

第41回 日本ハンドボールリーグが開幕します！

試合日程（熊本大会のみ掲載）

入場料

問 熊本県ハンドボール協会
☎ 096(288)3828

日本ハンドボールリーグ HP
http://www.jhl.handball.jp

2016 年

2017 年
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7
月
21
日
・
22
日
、
今
回
で
16
回
目

と
な
る
「
立
志
の
道
を
歩
こ
う
」
に
、

市
内
８
小
学
校
か
ら
６
年
生
１
０
１
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
鹿

本
町
出
身
で
県
下
初
の
内
閣
総
理
大
臣

と
な
っ
た
清き

よ

浦う
ら

奎け
い

吾ご

伯
が
、
勉
学
の
た

め
に
入
門
し
た
大
分
県
日
田
市
の
私
塾

「
咸か

ん

宜ぎ

園え
ん

」
ま
で
の
道
の
り
を
た
ど
る

も
の
で
す
。

　

今
回
は
高
校
生
14
人
（
鹿
本
商
工

高
校
、
鹿
本
農
業
高
校
、
城
北
高
校
）

に
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
行

動
・
宿
泊
指
導
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
強
い

日
差
し
の
中
、
険
し
い
山
道
や
峠
を
越

え
て
の
行
程
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
人

の
脱
落
者
も
な
く
一
日
目
の
20
㎞
を
踏

破
。
宿
舎
到
着
後
、
清
浦
伯
の
ひ
孫
に

あ
た
る
清
浦
奎け

い

明め
い

さ
ん
（
神
奈
川
県
在

住
）
か
ら
、
清
浦
伯
の
生
涯
に
つ
い
て

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
地
震
の
影
響
で
大
き
く
迂

回
し
ま
し
た
が
、
無
事
に
咸
宜
園
に
到

着
。
近
く
の
咸
宜
小
学
校
体
育
館
で
、

咸
宜
・
桂け

い

林り
ん

小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん

と
交
流
会
を
行
い
、
温
か
い
歓
迎
を
受

け
な
が
ら
昼
食
を
共
に
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
稲
田
小
の
加

藤
元も

と

晴は
る

く
ん
が
「
清
浦
先
生
は
強
い
意

志
が
あ
っ
た
か
ら
成
し
遂
げ
た
と
感
じ

た
。
将
来
目
標
が
で
き
た
ら
、
強
い
意

志
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
」
と
代
表

の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
二
日
間
に
わ
た

り
お
疲
れ
様
で
し
た
。

小
・
中
学
校
へ
の
奉
仕
作
業

　

７
月
23
日
、
鹿
北
町
建
築
組
合
（
竹

熊
正ま

さ

成な
り

組
合
長
）
の
組
合
員
25
人
の
皆

さ
ん
が
、
鹿
北
地
区
の
小
中
学
校
で
、

す
の
こ
な
ど
を
作
る
労
力
奉
仕
作
業
を

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
く
学
校
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に

と
、
40
年
以
上
前
か
ら
続
く
取
り
組
み

で
す
。

　

８
月
３
日
・
４
日
に
は
、
大
道
小
学

校
で
も
山
鹿
市
塗
装
・
防
水
改
修
協
会

（
本
田
巳み

喜き

男お

代
表
）
の
会
員
８
人
の

皆
さ
ん
が
校
舎
屋
根
の
雨
漏
り
対
策
を

実
施
。
両
団
体
と
も
、
児
童
・
生
徒
の

喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
に
も
、

普
段
の
仕
事
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
緊

張
感
を
持
っ
て
、
匠
の
技
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
田
和か

ず

樹き

＆
東
京
混
声
合
唱
団
i
n

山
鹿
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

世
界
的
に
有
名
な
指
揮
者
の
小お

澤ざ
わ

征せ
い

爾じ

さ
ん
が
認
め
る｢

世
界
の
ヤ
マ
カ
ズ｣

こ
と
山
田
和
樹
さ
ん
と
、
日
本
を
代
表

す
る
合
唱
団｢

東
京
混
声
合
唱
団｣

の

セ
レ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
４
人
が
、
山
鹿
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
合
唱
指
導
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
型
講
座
）
を
行
い

ま
し
た
。

　

指
導
を
受
け
た
の
は
山
鹿
少
年
少
女

合
唱
団
と
市
内
の
小
中
学
校
合
唱
部
の

37
人
。
山
田
さ
ん
ら
は
歌
詞
の
意
味
を

偉
人
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
　

第
16
回 
立
志
の
道
を
歩
こ
う

元気に歩く子どもたち

作業を行う鹿北町建築組合の皆さん
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ヒマワリ畑でクイズラリーを開催します

　方
か

保
と う

田
だ

東
ひがし

原
ば る

遺
い

跡
せ き

公
こ う

園
え ん

では９月上旬に
２万本のヒマワリが満開を迎えます。
花の見頃に合わせて９月２日㈮から 19
日㈷まで「ヒマワリ畑でクイズラリー」
を開催します。ヒマワリ畑に隠

か く

された
歴史に関するクイズに答えると抽選で
記念品を差し上げます。ぜひご参加く
ださい。

問社会教育課☎（43）1651

市
長
と
語
ろ
う
会　

山
鹿
小
学
校

　

８
月
３
日
、山
鹿
小
学
校
で
「
市
長

と
語
ろ
う
会
」を
開
催
。児
童
を
代
表
し

て
、若
葉
会
（
児
童
会
）の
委
員
長
12
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
嶋
憲
正
市
長
は
「
夢
や
目
標
を
持

つ
こ
と
、志
を
立
て
る
こ
と
が
大
事
で

す
。ま
た
、あ
い
さ
つ
や
返
事
な
ど
、小
さ

な
こ
と
、当
た
り
前
な
こ
と
、基
本
的
な

こ
と
を
山
鹿
小
全
体
で
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。そ
れ
が
大
き
な
力
に
つ
な
が
り

ま
す
。一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
ほ

し
い
」と
自
ら
の
思
い
を
児
童
に
熱
弁
。

児
童
か
ら
は
「
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重

ね
が
大
切
だ
と
い
う
話
が
心
に
残
っ
た
」

「
山
鹿
小
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
頑
張

り
た
い
」な
ど
の
感
想
が
出
ま
し
た
。意

見
交
換
で
は
「
中
嶋
市
長
は
ど
ん
な
子

ど
も
だ
っ
た
の
で
す
か
？
」「
な
ぜ
市
長

に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
？
」と
、

た
く
さ
ん
の
質
問
が
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

大
切
に
歌
う
こ
と
や
声
の
抑よ

く

揚よ
う

な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
熱
く
伝
授
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
た
生
徒
は

｢

今
ま
で
よ
り
も
っ
と
楽
し
く
歌
え
た｣

と
笑
顔
を
見
せ
、
指
導
し
た
山
田
さ
ん

か
ら
は｢

す
ご
い
完
成
度｣

と
お
墨
付

き
を
も
ら
い
ま
し
た
。

吉よ
し

岡お
か

家け

住じ
ゅ
う

宅た
く

が
国
登
録
有
形
文
化
財
に

　

７
月
15
日
、
国
の
文
化
審
議
会
は
、

明
治
時
代
の
養よ

う

蚕さ
ん

農
家
の
暮
ら
し
を
伝

え
る
吉
岡
家
住
宅
（
鹿
本
町
来
民
）
を

登
録
有
形
文
化
財
と
す
る
よ
う
文
部
科

学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。
今
回
、
登

録
有
形
文
化
財
と
な
る
の
は
主し

ゅ

屋お
く

、
阿あ

弥み

陀だ

堂ど
う

、
江え

戸ど

蔵ぐ
ら

、
明め

い

治じ

蔵ぐ
ら

、
門
、
塀

の
６
棟
で
、
い
ず
れ
も
明
治
時
代
ま
で

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の

建
物
は
「
明
治
期
の
こ
の
地
域
の
景
観

を
今
に
伝
え
る
」と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

国
登
録
有
形
文
化
財
は
、
山
鹿
市
で
は

灯
籠
民
芸
館
に
続
い
て
２
例
目
と
な
り

ま
す
。

　

吉
岡
家
住
宅
は
現
在
「
来く

民た
み

文ぶ
ん

庫こ

」

と
名
付
け
ら
れ
、
民み

ん

具ぐ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や

図
書
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
学
料
は
大
人
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
無
料
で
す
。

※�

見
学
の
際
は
必
ず
事
前
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。���

☎（
46
）２
６
５
９

昨年のヒマワリ

吉岡家住宅

終了後に全員で記念撮影

山田和樹さん（前列右から５人目）、東京混声合唱団の皆さんと記念撮影
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エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生

紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

み
ど
り
を
ま
も
る

＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り
決めによる漢字を使用しています（秘書企画課）

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QRコード

倶楽部
すくす

く
応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３
歳以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッ
セージ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所秘書企画課へ郵送するか持参してください。

♡メッセージ
仲良し兄弟！元気に育ちます。

♡メッセージ
じいじ、ばあば、いつも
遊んでくれてありがとう♡（H27.10. ２生まれ）

南島（山鹿）

�かな�こ�� ぎ　　　み　な

鹿子木　望七ちゃん

（H24.12.28 生まれ）
椎持（鹿北）

　 �くろだ　　　ふうが

黒田　楓華ちゃん

（H27.10.17 生まれ）
椎持（鹿北）

　 �くろだ　　　らいき

黒田　麗喜ちゃん

あ
と
が
き

★
夏
の
お
祭
り
が
終
わ
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
で
す
が
、
夏
が
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
★
カ
メ

ラ
を
持
っ
て
祭
り
な
ど
の
取
材
を
し
て

い
る
と
、
同
じ
く
写
真
撮
影
に
来
ら

れ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
さ
ん
た
ち
に
よ
く
声

を
掛
け
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
ま

す
。
灯
籠
ま
つ
り
の
上
が
り
燈
籠
で

会
っ
た
人
は
、
初
め
て
の
灯
籠
ま
つ
り

に
と
て
も
感
激
さ
れ
て
い
て
「
熊
本

市
に
住
ん
で
い
る
の
に
、
来
た
こ
と
な

か
っ
た
。
近
い
け
ん
、
も
っ
と
早
く
来

れ
ば
よ
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

私
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
場
所
が
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
少
し

ず
つ
で
も
行
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。
で
も
と
り
あ
え
ず
今
は
時
間
を

気
に
せ
ず
眠
り
た
い
で
す
。（
千
）

　７月 21 日、国立代々木競技場第二体育館で、山本
寛
か ん

斎
さ い

事務所が主催するイベント「日本元気プロジェク
ト 2016 スーパーエネルギー !! ～天下無敵のカラフル
Boys ＆ Girls!! ～」が開催されました。
　オープニングでは、金灯籠を頭に掲げた 60 人の出
演者が会場内を周回。ショーの幕開けで一気に暗転す

ると、金灯籠の幽
ゆ う

玄
げ ん

な
灯りだけが会場内に浮
かび上がり、その演出
の美しさに場内からど
よめきが起こりました。
　ショーの中盤では、
中嶋憲正市長がくまモ
ンと一緒にランウェイ
に 登 場。 寛 斎 さ ん が

「ファッションのチカラ

で熊本にエールを !!!」
をテーマに制作した衣
装を中嶋市長がまと
い、お客さんからたく
さんの拍手を浴びてい
ました。
　会場には福田康

や す

夫
お

元
総理大臣をはじめ著名
な方々も数多く来場。
寛斎さんの元気エネル
ギーで、山鹿灯籠の魅力発信だけでなく「山鹿市」の
知名度向上につながりました。
　本プロジェクトでは、先月お知らせした新宿伊勢丹
での取り組みなど、山鹿灯籠を一流から “ 超一流 ” の
モノに磨き上げるため、情報発信の拠点である東京に
おいてもさまざまな取り組みを行っていきます。

山鹿元気プロジェクト通信   No.2
問商工観光課
☎ (43)1579

金灯籠を掲げた出演者

中嶋市長とくまモン
(C)2010 熊本県くまモン

■人の動き
人口 18 人減りました 53,709 人
男性 1 人増えました 25,295 人
女性 19 人減りました 28,414 人
世帯数 16 世帯増えました 21,592 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,378 人
15歳〜64歳 53.6 ％ 28,786 人
65歳〜 34.5 ％ 18,545 人

７月末現在 (増減は前月末比 )


